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表紙写真
背景
「明治改修計画図」
　明治１９年、木曽川改修計画の完成により、翌２０年、
木曽川河口の横満蔵（現桑名市長島町）から改修工事が
始まりました。
　木曽・長良・揖斐三大河水利分流改修計略全図として、
市販されました。

上
「ヨハニス・デ・レイケ像」
　デ・レイケ氏の明治改修における功績を末永く伝える
ため、昭和６２年１０月９日、船頭平公園（愛西市立田町福
原）に多くの市民の募金を得て、建てられました。

下
「揖斐長良背割堤」
　明治改修は、木曽三川を完全分流するために、明治２０
年から始まりました。
　木曽川と長良川、揖斐川と長良川を分流するために、
二本の背割堤が造られ、地域の人々に安全と安心をもた
らしました。Mail  sendouhi@dream.ocn.ne.jp

秋
Vol.84

　本号は、明治改修完成百周年を記念し
て、特集号として編集しました。
　伊藤安男氏、水谷英志氏、羽柴亜弥氏に
寄稿いただきました。
　なお、この資料は、創刊号からの全てが
KISSOホームページよりダウンロードで
きます。

流域の悲願！！明治改修の完成まで
明治改修と地域の人々
　　　　　郷土史家　水谷 英志 氏

デ・レイケとケーソン
　　愛知大学大学院　羽柴 亜弥 氏

明治改修完成百周年に想う
̶治水の流れとその人間像̶
　花園大学名誉教授　伊藤 安男 氏

明治改修完成後の流路の変遷

明治改修完成後の流路の変遷

明治改修前 明治改修直後 明治改修後60年 現　　代

   

出典 : 木曽川文庫

明治改修により木曽三川が分離され、木曽三川下流域の水害に対する安全が確保されました。
そして、流域の地形は安定し、土地利用が高度化したことにより人々が集まり、町を作り、豊かな地域へと変わっていきました。

　

　

平成7年
堤内地の高度化は進み、更に木曽
川の馬飼頭首工、長良川河口堰
により、河川の利用が高まる。ケ
レップ水制に砂が堆積している。

昭和47年
明治改修により、木曽三川は安定
した川となり、堤内地の高度化が
表れる。西小藪など一部に残った
旧河川が廃川となる。

大正9年
明治改修により、木曽三川が完全
に分流された。長良川が河口域ま
で分流され、佐屋川などが廃川と
なる。

明治24年
宝暦治水により、木曽三川分流を
目指したが完全分流にはならず、
輪中が残っている。

明治改修完成
百周年特集号
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流
域
の
悲
願
！！ 

明
治
改
修
の
完
成
ま
で 

は
じ
め
に

　

明
治
改
修
事
業
は
、明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）に
桑
名
市
長
島
町
横よ
こ
ま
く
ら

満
蔵
の

三
川
分
流
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。工
事
は

第
一
期
か
ら
第
二
期・
第
三
期
を
経
て
、揖

斐
川
導
流
堤
工
事
な
ど
の
第
四
期
工
事
が

最
終
年
で
明
治
四
五
年（
一
九
一
二
）に
完

成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、平
成
二
四
年（
二
〇
一
二
）

は
明
治
改
修
事
業
完
成
か
ら
百
年
目

の
年
に
な
り
ま
す
。ま
た
、平
成
四
年

（
一
九
九
二
）に
創
刊
さ
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ

は
、今
年
で
二
〇
年
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

二
〇
年
間
で
発
刊
さ
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
は

八
三
号
と
な
り
、今
回
は
明
治
改
修
工
事
完

成
百
年
特
集
号
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
に
て
二
〇
年
間
で
取
り

上
げ
た
テ
ー
マ
は
、治
水
史
・
防
災
・
木
曽

川
下
流
の
文
化
・
歴
史
・
風
土
な
ど
に
及

ん
で
い
ま
す
。こ
の
う
ち
明
治
改
修
事
業

に
関
す
る
も
の
は
、歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

で
一
二
号
か
ら
一
七
号
ま
で
の
六
編
と
、

六
一
号
か
ら
七
六
号（
伊
勢
湾
台
風
五
〇

年
特
集
が
六
編
入
る
）ま
で
の
一
〇
編
、合

計
一
六
編
に
わ
た
っ
て
お
り
、さ
ら
に
、Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
＆
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
な
ど
で
も
多
く
取
り

扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
で
す
。

　

本
編
は
、明
治
改
修
完
成
百
年
特
集
号

と
し
て
、明
治
改
修
事
業
の
歴
史
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
の
一
六
編
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ

と
と
も
に
、お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
思
い
ま
す
。

明
治
政
府
に
よ
る
治
水
行
政
の
進
展

　

慶け
い
お
う応
三
年（
一
八
六
七
）十
五
代
将
軍
徳

川
慶
喜
は
大
政
を
奉
還
し
、翌
年
の
慶
応

四
年（
一
八
六
八
）九
月
八
日
か
ら
明
治
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
は
明
治
四
年（
一
八
七
一
）廃

藩
置
県
を
命
じ
、明
治
六
年（
一
八
七
三
）

に
地
租
改
正
を
行
う
こ
と
か
ら
国
の
行
政

機
構
の
大
枠
が
出
来
ま
し
た
。治
水
事
業

は
明
治
元
年
の「
治ち

か

し
河
使
」か
ら
民
部
省

な
ど
を
経
て
、明
治
六
年
に「
内
務
省
」へ

移
管
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、明
治
一
〇

年
に
土
木
寮
か
ら
土
木
局
に
改
組
さ
れ
、

初
代
土
木
局
長
に
石
井
省し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
が
就
任

し
ま
し
た
。

新
政
府
の
治
水
事
業

　

宝
暦
治
水
工
事
以
降
も
、濃
尾
平
野
の

洪
水
災
害
は
減
る
こ
と
な
く
、さ
ら
に
土

砂
堆
積
に
よ
る
河
床
上
昇
に
伴
っ
て
輪
中

か
ら
の
悪
水
の
排
水
が
困
難
と
な
り
、コ

メ
の
収
穫
は
激
減
し
て
い
き
ま
し
た
。（
図

①
）

　

ま
た
、中
央
集
権
化
を
急
ぐ
新
政
府
は
、

山
林
を
監
視
す
る
ゆ
と
り
す
ら
な
く
、昔

の
決
ま
り
や
慣
習
は
反ほ

ご故
と
な
り
、生
活

苦
に
あ
え
ぐ
農
民
た
ち
は
山
林
を
伐
採

し
、薪
を
採
る
な
ど
の
乱
伐
が
、下
流
域
の

洪
水
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

輪
中
地
帯
に
お
い
て
も
、江
戸
期
の
不

文
律「
美
濃
の
堤
は
尾
張
よ
り
三
尺
低
く

あ
る
べ
し
」は
壊
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
輪
中
の

堤
防
を
か
さ
上
げ
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

木
曽
川
下
流
地
域
の
治
水
安
全
は
か
え
っ

て
低
下
し
ま
し
た
。（
図
②
）

　

河
川
改
修
事
業
は
、富
国
強
兵
政
策
の

も
と
、近
代
化
を
急
ぐ
明
治
政
府
に
と
っ

て
、解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の

一
つ
で
し
た
。

　

木
曽
三
川
地
域
で
は
、明
治
元
年
に
政

府
に
対
し
抜
本
的
な
治
水
対
策
要
求
が
始

ま
っ
て
お
り
、笠
松
県
知
事
は
三
川
分
流
・

諸
藩
の
協
力
の
必
要
性
な
ど
水
理
論
を
政

府
に
建
言
し
ま
し
た
。大
垣
の
蘭
医
は
莫

大
な
治
水
費
を
賄
う
た
め
の
国
債
法
を
提
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流
域
の
悲
願
！！ 

明
治
改
修
の
完
成
ま
で 

言
す
る
な
ど
、官・
民
双
方
か
ら
治
水
事
業

へ
の
熱
望
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
の
招し

ょ
う
へ
い聘

　

明
治
三
年
、明
治
政
府
は
新
国
家
建
設
の

各
種
事
業
に
お
い
て
、唯
一
土
木
に
つ
い
て

は
、英・
仏
で
は
な
く
、オ
ラ
ン
ダ
に
技
術
提

携
を
求
め
、木
戸
孝
允
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
の
招
聘
に
踏
み

切
っ
た
の
で
す
。明
治
五
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン

ら
七
人
の
技
術
者
た
ち
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
技
術
者
が
最
も
力
を
注
い
だ

の
は
、淀
川
・
利
根
川
で
次
に
木
曽
川
・
信

濃
川
の
河
川
改
修
で
し
た
。淀
川
で
試
行

し
た
工
法
を
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
は
、

木
曽
三
川
下
流
域
の
養
老
山
系
の
羽
根
谷

（
南
濃
町
庭
田
）・
般は
ん
に
ゃ
だ
に

若
谷（
南
濃
町
安
江
）

の
砂
防
堰
堤
や
長
良
川
が
木
曽
川
に
注
い

で
い
た
成
戸（
海
津
町
成
戸
）の
水
制
で
実

践
し
ま
し
た
。（
図
③
）

　

政
府
は
こ
の
工
事
の
実
績
を
認
め
、デ
・

レ
イ
ケ
に
木
曽
川

改
修
調
査
を
命
じ

ま
し
た
。三
川
分
流

を
目
指
し
た
明
治

改
修
は
、こ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

デ・
レ
イ
ケ
は
、

ま
ず
明
治
一
一
年

二
月
か
ら
三
月
に

か
け
て
精
力
的
に

木
曽
川
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。　

　

デ
・
レ
イ
ケ
の
木
曽
三
川
調
査
と

木
曽
川
下
流
概
説
書

　

騒
乱
の
幕
末
を
経
て
明
治
期
に
入
る
と
、

元
々
土
砂
流
出
の
激
し
い
山
岳
を
要
す
る

木
曽
川
で
は
、幕
府
に
よ
る
規
制
も
無
く
な

り
山
林
の
乱
伐
に
よ
り
、ま
す
ま
す
、土
砂

流
出
が
激
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
木
曽
川
の
状
況
の
な
か
で
、

デ
・
レ
イ
ケ
は
、木
曽
川
を
踏
査
し
ま
し

た
。　

そ
の
結
果
、「
川
を
治
め
る
に
は
、ま

ず
山
を
治
め
る
べ
し
」と
す
る
、オ
ラ
ン
ダ

技
術
者
の
共
通
し
た
考
え
の
と
お
り
、山
林

を
守
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

　

デ・
レ
イ
ケ
は
、明
治
一
一
年
三
月
八
日

に
調
査
を
終
え
、四
月
六
日
に
石
井
土
木
局

長
に
、「
木
曽
川
下
流
概
説
書
」を
上
申
し
ま

し
た
。概
説
書
は
緊
急
を
要
す
る
数
か
所
に

つ
い
て
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　

一
．水
害
の
原
因

　
　
　

二
．改
修
の
方
法

　
　
　

三
．各
河
川
の
対
策

　
　
　

四
．必
要
な
調
査

　

水
害
の
原
因
に
つ
い
て
は
、流
出
土
砂
に

よ
る
河
床
堆
積
で
あ
り
、東
高
西
低
地
形
論

に
あ
ら
ず
と
し
て
、流
域
内
の
樹
木
の
乱
伐

問
題・
輪
中
や
樋
門
か
ら
の
排
水・
河
岸
浸

食
に
よ
る
流
出
土
砂
に
よ
る
河
床
上
昇
と

す
る
。

　

そ
し
て
、木
曽
三
川
の
改
修
は
、木
曽
川

の
河
口
ま
で
の
完
全
分
流
を
行
い
、河
道
の

土
砂
を
洪
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
搬
出
す
る
。

　

木
曽
川
の
分
離
に
よ
り
、長
良
川
と
揖
斐

川
の
水
面
の
低
下
を
促
進
し
、輪
中
の
排
水

は
容
易
と
な
る
。し
か
し
、山
間
部
の
砂
防

に
よ
り
、土
砂
の
流
出
対
策
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、施
工
手
順
と
し
て
、山
地
の
砂

防
を
先
行
し
そ
の
後
に
本
川
の
改
修
を
行

う
も
の
と
し
て
い
る
。（
図
④
）

木
曽
川
の
修
築
工
事

　

木
曽
川
の
修
築
工
事
は
、デ・
レ
イ
ケ
の

調
査
と
並
行
し
て
行
わ
れ
、明
治
一
一
年
四

月
に
は
、成な
り
と戸
村
で
粗そ

だ朶
工
が
開
始
さ
れ
、

水
源
地
の
砂
防
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

当
時
、木
曽
川
修
築
工
事
に
は
、庄
内
川

や
員い
な
べ弁
川
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
の
生
涯

　

こ
こ
で
は
、オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
デ・
レ

イ
ケ
が
、日
本
の
三
〇
年
間
で
残
し
た
も

の
を
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
に
来
日
し
た
技
師
長
ド
ー
ル

ン
を
は
じ
め
六
人
の
技
師
と
四
人
の
粗
朶

工・
石
工
が
、明
治
七
年
ま
で
に
来
日
し
ま

し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
の
日
本
で
の
滞
在

期
間
は
、デ・
レ
イ
ケ
の
三
〇
年
間
に
比
べ

れ
ば
、他
の
技
術
者
は
短
い
も
の
で
し
た
。

（
図
⑤
）

　

来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
技
術
者
の
階
級
は

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
す
が
、デ・
レ
イ

ケ
は
エ
リ
ー
ト
階
級
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
・
ド
ー
ル
ン：長
工
師

　
・
エ
ッ
セ
ル：一
等
工
師

　
・
ム
ル
デ
ル：一
等
工
師

　
・
リ
ン
ド
ウ：二
等
工
師

　
・
チ
ッ
セ
ン：三
等
工
師

　
・
デ・
レ
イ
ケ：四
等
工
師

　

デ・
レ
イ
ケ
は
、一
八
四
二
年
ゼ
ー
ラ
ン

ト
州
コ
リ
ン
ス
プ
ラ
ー
ト
で
誕
生
し
ま
し

た
。祖
父
・
父
親
が
土
木
請
負
業
で
、少
年

時
代
か
ら
よ
く
家
業
を
手
伝
い
、二
一
歳

で
運
河
会
社
に
勤
め
、湾
の
締
切
工
事
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　

デ・
レ
イ
ケ
の
技
術
力
は
、そ
の
生
い
立

ち
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、ま
た
、専
門

知
識
は
、後
の
デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
教
授

レ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

日
本
で
は
、外
人
技
術
者
は
大
変
優
遇

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、オ
ラ
ン
ダ
人
の

月
給
は
安
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。月
給

は
、ド
ー
ル
ン
：
五
〇
〇
円
、エ
ッ
セ
ル
：

四
五
〇
円
、ム
ル
デ
ル
：
四
七
四
円
、リ
ン

ド
ウ：
四
〇
〇
円
、チ
ッ
セ
ン：
三
五
〇
円
、

デ・
レ
イ
ケ：
三
〇
〇
円
、そ
の
他
の
工
手：

一
〇
〇
円
で
し
た
。一
方
、造
幣
首
長
の
イ

ギ
リ
ス
人
キ
ン
ド
ル
は
一
，〇
四
五
円
と

高
額
で
し
た
。ち
な
み
に
、当
時
の
日
本
人

は
、大
久
保
利
通
：
五
〇
〇
円
、最
高
受
給

者
三
条
実
美
で
も
八
〇
〇
円
で
し
た
。

　

日
本
の
滞
在
期
間
に
多
く
の
不
幸
が

デ・
レ
イ
ケ
を
襲
い
ま
し
た
。明
治
一
二
年

盤若谷の砂防修繕工箇所略図（図③）

砂防工法図（砂防工略図解より作成）
上：連束藁網工　下：石堰堤（図④）
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流
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の
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明
治
改
修
の
完
成
ま
で 

に
一
緒
に
来
日
し
た
義
妹
の
死
、そ
の
二

年
後
に
は
妻
ヨ
ハ
ン
ナ
の
死
、さ
ら
に
、明

治
一
八
年
デ
・
レ
イ
ケ
の
一
時
帰
国
の
年

に
息
子
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
年
、木
曽
川
は
大
洪
水
に

見
舞
わ
れ
、デ・
レ
イ
ケ
は
改
修
計
画
の
策

定・
見
直
し
で
多
忙
で
あ
り
、家
族
の
不
幸

に
悲
嘆
す
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
デ・
レ
イ
ケ
は
、「
川

を
治
め
る
者
は
山
を
お
さ
め
る
べ
し
」と

砂
防
の
必
要
性
を
説
い
て
、大
阪
・
三
国
・

広
島
の
港
湾
、淀
川
・
常じ
ょ
う
が
ん
じ

願
寺
川
・
富
山

県
・
石
川
県
の
河
川
そ
し
て
木
曽
川
下
流

改
修
計
画
の
策
定
な
ど
、広
域
に
わ
た
る

偉
業
を
な
し

ま
し
た
。

　

政
府
か
ら

そ
の
実
績

を
認
め
ら

れ
、月
給
は

四
五
〇
円
に

な
り
、明
治

二
二
年
に
は

勲
四
等
瑞
宝

章
を
受
け
て

い
ま
す
。さ

ら
に
、そ
の

後
、明
治
二
五
年
勲
三
等
瑞
宝
章
を
得
て
、

月
給
は
五
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。帰
国

し
た
明
治
三
六
年
に
は
勲
二
等
瑞
宝
章
を

受
け
て
い
ま
す
。（
写
真
②
）

デ
・
レ
イ
ケ
と
日
本
人
技
師
に
よ
っ
て

完
成
し
た
木
曽
川
改
修
計
画

　

木
曽
三
川
下
流
部
の
測
量
の
成
果
は
、

明
治
八
年
に
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、火

災
で
焼
失
し
た
た
め
、明
治
一
四
年
、新

た
に
地
形
測
量
・
河
川
流
量
測
定
な
ど

を
デ
・
レ
イ
ケ
の
指
導
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。（
写

真
③
）

　

デ
・
レ
イ

ケ
は
河
川
測

量
に
お
い

て
、河
川
の

高
低
差
は
連

続
す
べ
し
と

述
べ
、そ
の

基
準
高
が
重
要
で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。

　

河
川
工
事
の
基
準
高
さ
は
、明
治
一
二

年
に
定
め
ら
れ
た
東
京
湾
平
均
潮
位

（T
kyo Peil 

【Peil

は
基
準
面
を
表
す
オ
ラ

ン
ダ
語
、以
下
にP.

と
記
す
】Ｔ
．Ｐ
．）で
は

な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
川
で
固
有
の
基
準
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。荒
川
で
は（
Ａ
．Ｐ
．）、

江
戸
川
で
は（
Ｙ
．Ｐ
．）、淀
川
で
は（
Ｏ
．

Ｐ
．）で
、木
曽
川
は
Ｏ
．Ｐ
．（
Ｏ
ｗ
ａ
ｒ
ｉ

ｗ
ａ
ｎ 

Ｐ
ｅ
ｉ
ｌ
）で
し
た
。

　

一
方
、河
川
調
査
と
並
行
し
て
い
た

木
曽
川
修
築
工
事
は
、順

調
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

明
治
一
二
年（
一
八
七
九
）

夏
に
は
、松
内（
現
輪
之

内
町
）・
今
尾
村（
現
海
津

市
）・
船ふ
な
つ
け附・
大
牧
村（
現
養

老
町
）・
塩し
お
ば
み喰
村（
現
輪
之

内
町
）地
先
が
完
成
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、明
治
一
二
年
に

全
国
的
に
蔓
延
し
た
コ
レ
ラ

に
よ
り
、一
部
で
は
作
業
員
の
不
足
に
よ

り
工
期
の
延
期
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
一
七
年
は
全
国
的
に
水
害
が
多
く

凶
作
の
年
で
し
た
。木
曽
川
に
お
い
て
も
、

修
築
工
事
個
所
が
大
き
な
損
傷
を
受
け
る

な
ど
、大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、政
府
は
デ・
レ
イ
ケ
に

対
し
、木
曽
川
改
修
計
画
作
成
を
命
じ
ま

し
た
。同
時
に
、清
水
済
わ
た
る
・
佐
伯
敦あ
つ
む
ね崇
を

始
め
日
本
人
技
師
数
名
が
デ
・
レ
イ
ケ
付

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
川
改
修
計
画
調
査
は
、明
治
一
七

年
に
着
手
し
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
多
く

の
大
洪
水
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
か
ら
、何

回
と
な
く
修
正
を
行
い
つ
つ
明
治
一
九
年

に
は
改
修
計
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。こ

の
間
、デ・
レ
イ
ケ
は
一
時
帰
国
を
し
て
い

ま
し
た
が
、日
本
人
技
術
者
の
清
水
・
佐

伯
が
河
川
改
修
計
画
書
を
作
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。そ
の
計
画
の
内
容
は
、三
川
を
完

全
分
流
す
る
、そ
の
た
め
の
工
事
内
容
と

し
て
支
川
の
締
め
切
り
・
輪
中
の
掘
削
・

閘こ
う
も
ん門
設
置
・
木
曽
・
揖
斐
川
河
口
部
で
の

導ど
う
り
ゅ
う
て
い

流
堤
建
設
な
ど
で
し
た
。さ
ら
に
、計
画

流
量
と
計
画
高
水
位
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。（
図
⑥
）

　

こ
れ
に
基
づ
き
堤
防
の
高
さ
・
川
幅
が

定
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。改
修
平
面
図

に
は
赤
線
で
堤
防
法
線
が
描
か
れ
、立
田
・

高
須・
長
島
輪
中
で
は
、新
し
い
河
道
が
開

削
さ
れ
、ま
た
舟し
ゅ
う
う
ん
ろ

運
路
を
確
保
す
る
た
め

の
ケ
レ
ッ
プ
水す
い
せ
い制
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
九
年
一
二
月
、土
木
局
長
と
三

県
の
知
事
に
よ
る
会
談
が
行
わ
れ
、工
事

着
工
が
目
前
と
な
り
ま
し
た
。（
図
⑦
）

木
曽
三
川
改
修
工
事
が

つ
い
に
始
ま
る

　

流
域
の
人
々
が
待
ち
わ
び
た
木
曽
川
改

修
工
事
で
し
た
が
、
中・
上
流
の
改
修
は
次

回
の
機
会
に
さ
れ
、
下
流
部
の
み
で
し
た
。

改
修
区
間
は
河
口
部
か
ら
木
曽
川
で
三
一

㎞
、
長
良
川
で
四
〇
㎞
、
揖
斐
川
で
四
三

㎞
で
し
た
が
、
財
政
の
問
題
か
ら
緊
急
を

要
す
る
三
川
の
分
流
を
主
眼
に
、
こ
れ
に

付
随
す
る
工
事
の
み
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
は
総
額
四
百
万
円
、
工
期
は
明
治

二
〇
～
三
〇
年
と
な
り
ま
し
た（
当
初
は

明
治
三
五
年
ま
で
）。

　

山や
ま
が
た縣
内
務
大
臣
は
、
明
治
二
〇
年
四
月

に
三
県
知
事
を
伴
い
、
養
老
山
地
南
端
の

多
度
山
か
ら
改
修
計
画
図
を
広
げ
現
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
横
満
蔵
地
先

に
お
い
て
、
計
画
法
線
に
沿
っ
て
、
人
力

で
河
道
を
掘
削
し
、
そ
の
土
で
堤
防
や
木

曽
川
導
流
堤
を
造
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
で
、
改
修
工
事
が
つ
い
に
始

ま
っ
た
の
で
す
。

技術者名
ドールン
エッセル
ムルデル
リンドウ
チッセン
デ・レイケ
アルンスト

M5 M6 M7 M8 M9 M10 M11 M12 M13 M14 M15 M16 M17 M18 M19 M20 M21 M22 M23 M36
■ オランダ人技師の来日の状況   

一時帰国

デ・レイケ（写真①）

（図⑤）

明治時代の流速計（波速儀）（写真③）

明治改修計画図（版画）（図⑥）

1986年（明治29年）9月頃〈ヨハニス・ヤコブス・デ・レイケ氏提供〉（写真②）
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流
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の
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明
治
改
修
の
完
成
ま
で 

明
治
改
修
事
業
の
概
要

　

明
治
改
修
事
業
は
第
一
～
四
期
工
事
で

明
治
二
〇
年
か
ら
四
五
年
の
二
五
年
間
を

要
し
ま
し
た
。当
初
計
画
に
対
し
て
一
五

年
延
伸
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

第
一
期
工
事
：
明
治
二
〇
～
二
八
年
木

曽
川
に
限
り
、河
口
導
流
堤
の
築
堤・
河
口

の
浚
渫
後
、上
流
の
築
堤・
浚
渫
へ
進
み
ま

し
た
。

　

第
二
期
工
事
：
明
治
二
九
～
三
二
年
三

川
分
流
を
目
指
し
ま
す
。木
曽
川
の
残
事

業
と
木
曽
長
良
の
背
割
堤
・
長
良
川
筋
の

支
川
締
切・
油
島
の
締
め
切
り
を
終
え
、三

川
分
流
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

第
三
期
工
事
：
明
治
三
三
～
三
八
年
揖

斐
川
筋
の
三
川
改
修
工
事
と
船
頭
平
閘
門

が
完
成
し
ま
し
た（
明
治
三
四
年
）。

　

第
四
期
工
事
：
明
治
三
九
～
四
四
年
揖

斐
川
河
口
導
流
堤
の
築
堤
・
ケ
レ
ッ
プ
水

制
工
事
の
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、明

治
三
三
年
に
は
三
川
分
流
の
竣
工
を
祝

い
、総
理
大
臣
と
な
っ
た
山
縣
有
朋
出
席

の
も
と「
三
川
分
流
成
功
式
」が
成
戸
の
堤

防
上
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
河
川
改
修
工
事
の

実
施
状
況

　

横
満
蔵
地
先
で
は
、長
島
輪
中（
長
島
町
）

を
囲
む
東
の
木
曽
川
と
西
の
揖
斐
川
を
結

ぶ
青あ
お
さ
ぎ鷺
川
な
ど
の
締
め
切
り
で
、東
海
道
七

里
の
渡
し
の
内
廻
り
航
路
が
消
え
ま
し
た
。

同
時
に
加か

ろ

と
路
戸
輪
中（
木
曽
岬
町
）な
ど
が

取
り
払
わ
れ
木
曽
川
河
口
部
の
新
堤
防
が

明
治
二
三
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

木
曽
川
左
岸
側
の
愛
知
県
で
は
、筏
川
の
締

め
切
り
、五ご
み
ょ
う明
輪
中（
弥
富
市
）の
築
堤
、さ

ら
に
、ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
設
置
さ
れ
、明
治

二
四
年
に
佐
屋
川
下
流
の
木
曽
川
左
岸
は

ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　

明
治
二
四
年
一
〇
月
一
八
日
、濃
尾
大

地
震
に
よ
っ
て
、堤
防
の
崩
壊・
亀
裂
や
変

形
、橋
梁
の
倒
壊
、山
崩
れ
、さ
ら
に
、導
流

堤
の
石
堤
部
分
の
沈
降
・
変
形
等
の
災
害

を
受
け
ま
し
た
。三
川
の
改
修
工
事
は
一

部
で
休
止
し
災
害
復
旧
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、木
曽
川
と
長
良
川
の
新
河
道

開
削
部
の
土
地
の
取
得
も
大
幅
に
遅
れ

ま
し
た
。大
震
災
の
影
響
か
ら
抜
け
切
れ

な
い
明
治
二
七
年
、日
清
戦
争
の
開
戦
に

よ
る
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、工
事
費
の

暴
騰
・
工
期
の
遅
れ
が
大
き
く
な
り
ま
し

た
。特
に
、揖
斐
川
の
山
地
崩
壊
に
よ
る
土

砂
流
出
は
、河
床
を
大
き
く
変
え
た
こ
と

で
、河
川
改
修
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
二
六
年
に
な
り
、よ
う
や
く
新
木

曽
川
の
開
削
が
立た
つ
た田
輪
中（
愛
西
市
）で
約

八
㎞
区
間
始
ま
り
、新
木
曽
川
と
長
良
川

河
道
の
掘
削
や
堤
防
の
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。木
曽
長
良
背
割
堤
は
立
田
輪
中
の

旧
堤
防
や
浚
渫
土
を
利
用
し
た
築
堤
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
二
六
年
・
二
八
年
に
は
、長
良
川
・

揖
斐
川
で
水
害
が
頻
発
し
、明
治
二
九
年

に
は
大
垣
城
の
石
垣
が
水
没
す
る
ほ
ど
で

し
た
。

　

明
治
二
七
年
、新
長
良
川
河
道
の
た
め

高
須
輪
中
の
開
削
が
始
ま
り
ま
し
た
。成

戸
地
点
で
木
曽
川
に
合
流
し
て
い
た
長
良

川
は
海
域
ま
で
伸
び
三
川
分
流
の
要
で
し

た
。新
長
良
川
掘
削
工
事
で
発
生
し
た
膨

大
な
土
量
の
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
築

堤
に
用
い
ら
れ
、残
り
の
土
砂
は
主
に
明

治
二
九
年
の
大
洪
水
災
害
後
、輪
中
内
の

宅
地
の
か
さ
上
げ
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、明
治
三
〇
年
に
は
、木
曽
川
で

締
め
切
り
寸
前
の
佐
屋
川
に
洪
水
が
流

れ
、「
鵜う

た

す
多
須
切
れ
」と
呼
ば
れ
る
大
規
模

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。明
治
三
二
年
に

は
、新
木
曽・
長
良
の
開
削
に
合
わ
せ
旧
河

道
の
締
め
切
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

油
島
締
切
堤
は
、宝
暦
改
修
で
は
揖
斐

川
と
木
曽
川
を
締
切
る
端
緒
と
な
り
ま

し
た
が
、明
治
改
修
で
は
、揖
斐
川
と
新

長
良
川
を
締
切
り
、海
域
ま
で
三
川
が
個

別
に
流
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。新
長

良
川
は
長
島
輪
中
の
開
削
が
必
要
と
な

り
、長
島
輪
中
の
開
削
は
明
治
三
〇
年
、

揖
斐
川
の
開
削
は
明
治
三
一
年
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）に
、油
島
の

締
切
と
三
川
の
河
道
が
完
成
し
、三
川
分

流
が
竣
工
し
ま
し
た
。３
月
に
は
、木
曽

川・
長
良
川
の
各
支
川
が
締
め
切
ら
れ
、連

続
堤
防
と
な
り
ま
し
た
。（
図
⑧
）

洪
水
対
策
以
外
の
目
的

　

デ
・
レ
イ
ケ
は
、淀
川
の
経
験
か
ら
、悪

水
対
策
と
舟
運
路
維
持
の
た
め
の
低
水
路

計
画
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

・
堤
内
地
の
排
水
を
妨
げ
て
い
る
の
は
、河

床
に
堆
積
し
た
土
砂
で
あ
り
、こ
の
土
砂
を

排
除
す
る
方
法
は
、上
流
山
地
の
砂
防
事
業

が
有
効
で
あ
る
。

・
舟
運
路
確
保
の
た
め
の
低
水
路
計
画
は
、

三
川
を
完
全
分
離
す
る
こ
と
で
、流
水
の
流

れ
で
土
砂
を
海
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　

木
曽
川
に
お
い
て
、土
砂
が
堆
積
す
る
こ

と
な
く
下
流
に
流
す
た
め
の
河
川
流
量
は
、

毎
秒
一
二
二
㎥
と
デ
・
レ
イ
ケ
は
決
め
ま

し
た
。（
現
況
は
毎
秒
一
三
〇
㎥
）そ
の
深

さ
は
一
．二
～
一
．五
、幅
は
一
三
六
ｍ
～

河
口
部
で
三
四
六
ｍ
で
あ
る
、と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
低
水
路
計
画
を
維
持
す
る
た
め

に
ケ
レ
ッ
プ
水
制
を
設
置
し
ま
し
た
。構

造
的
に
は
、流
れ
の
強
さ
か
ら
粗そ
だ
ち
ん
し
ょ
う

朶
沈
床

明治の改修計画平面図（木曽川文庫展示物）（図⑦）

長良川分離のための河道開削位置図（図⑧）
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流
域
の
悲
願
！！ 

明
治
改
修
の
完
成
ま
で 

に
表
面
を
玉
石
で
補
強
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。船せ

ん
ど
う
ひ
ら
こ
う
も
ん

頭
平
閘
門
の
築
造

　

閘
門
の
設
置
に
つ
い
て
は
、木
曽
川
下

流
概
説
書
に
は
、必
要
性
は
説
く
も
、位

置
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、明
治

二
九
年
の
変
更
で
建
設
場
所
が
船
頭
平
に

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

船
頭
平
閘
門
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て

は
、デ
・
レ
イ
ケ
ら
に
よ
り
、先
輩
の
閘
門

（
北
上
川
石
井
閘
門・
琵
琶
湖
疏
水
の
大
津

閘
門
）を
参
考
に
往
来
す
る
舟
や
筏い
か
だ

の
実

績
か
ら
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

わ
が
国
初
の「
石
井
閘
門
」「
大
津
閘
門
」

の
扉
は
木
製
で
し
た
。船
頭
平
閘
門
は
、イ

ギ
リ
ス
製
の
広ひ
ろ
は
ば
あ
つ
こ
う
は
ん

幅
厚
鋼
板
を
使
い
、日
本

で
は
最
初
の
鋼
製
扉
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
三
二
年（
一
八
九
九
）新
河
道
が
姿
を

現
し
、河
川
水
切
り
替
え
の
た
め
、締
切
堤

防
の
築
堤
に
よ
り
舟
運
路
は
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

木
曽
川
と
長
良
川
の
水

位
差
は
平
均
で
三
五
㎝
で
、

通
常
は
木
曽
川
の
水
位
が

高
い
の
で
す
が
、洪
水
に

よ
っ
て
は
逆
転
す
る
こ
と

も
あ
り
、両
川
側
に
二
対
の

合
掌
式
扉
を
付
け
る
複ふ
っ
こ
う閘

式し
き

閘
門
と
し
ま
し
た
。

　

舟
運
路
は
、派
川
の
締
切

工
事
に
よ
り
明
治
二
三
年

に「
七
里
の
渡
」内
廻
り
航
路

が
消
え
、明
治
二
四
年
に
は

筏い
か
だ

川
の
舟
運
路
が
消
え
る

な
ど
本
川
ル
ー
ト
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
川
と
長
良
川
を
つ
な
ぐ
船
頭
平
閘

門
は
、明
治
三
三
年
に
着
工
し
、船
頭
平
工

営
所
に
て
直
営
で
実
施
し
、明
治
三
五
年

に
完
成
し
て
い
ま
す
。（
写
真
④
）

三
川
分
流
工
事
の
か
な
め

木
曽
・
長
良
、揖
斐
・
長
良
の
背せ

わ
り
て
い

割
堤

　

木
曽
長
良
背
割
堤（
中
堤
）は
、木
曽
川

の
河
道
と
立
田
輪
中
堤
防
を
最
大
限
利
用

し
て
お
り
、「
締
切
堤
防
」・「
新
設
堤
防
」・

「
旧
堤
防
利
用
」の
三
種
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。総
延
長
は
、二
〇
．二
㎞
で
す
が
、そ
の

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
旧
輪
中
堤
防
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
長
良
背
割
堤（
中
堤
）は
、油
島
南

端
に
始
ま
り
、伊
勢
大
橋
ま
で
の
区
間
七
．

八
㎞
で
、上
流
か
ら「
油
島
締
切
区
間
」・

「
長
島
輪
中
堤
利
用
区
間
」・「
旧
揖
斐
川
締

切
堤
区
間
」・「
上か
み
の
わ
之
輪
輪
中
堤
利
用
区
間
」

が
あ
り
ま
す
。（
写
真
⑤
）

　

三
川
分
流
の
終
盤
に
、三

川
分
流
に
は
直
接
関
連
し

な
い
揖
斐
川
の
築
堤
整
備
・

河
口
部
の
浚
渫・
導
流
堤
の

築
造
に
か
か
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
筋
の
築
堤
は
、

三
三
㎞
の
内
三
一
㎞
で
あ

り
、全
て
浚
渫
土
で
賄
わ

れ
、明
治
三
七
年
に
完
成
し

ま
し
た
。施
工
に
つ
い
て

は
、河
川
法
の
交
付
も
あ
り

国
直
轄
事
業
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
導
流
堤
は
、

河
口
維
持
の
た
め
必
要
不
可
欠
な
施
設
と

し
て
、明
治
三
八
年
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
九
年
、上
流
部
の
浚
渫
は
ほ
ぼ

終
わ
り
、残
る
は
揖
斐
川
河
口
部
の
み
と

な
り
、明
治
三
九
年
か
ら
四
二
年
の
工
期

で
、延
長
五
，六
七
〇
ｍ
の
う
ち
、陸
地
側

の
二
，七
三
〇
ｍ
は
土
堤
で
し
た
。当
初

は
人
力
で
浚
渫
し
ト
ロ
ッ
コ
で
揖
斐
川

河
口
導
流
堤
ま
で
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、

明
治
四
一
年
に
木
曽
川
丸
で
浚
渫
し
、土

砂
は
直
接
排は
い
さ
か
ん

砂
管
で
導
流
堤
ま
で
運
び

ま
し
た
。

　

明
治
改
修
工
事
は
、明
治
四
五
年
に
全

て
を
終
え
ま
し
た
が
、最
終
的
に
当
初
の

計
画
を
大
幅
に
変
更
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
改
修
計
画
は
、明
治
二
〇
年
か
ら

三
五
年
の
一
六
カ
年
で
四
〇
〇
万
円
で

し
た
が
、濃
尾
大
地
震
や
日
清
戦
争
な

ど
で
工
期
を
３
年
延
ば
し
、事
業
費
は

八
四
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
加

え
、そ
の
後
の
物
価
の
高
騰
と
濃
尾
大
地

震
に
よ
る
対
策
や

改
修
計
画
の
変

更
、さ
ら
に
、河
口

部
に
導
流
堤
を
施

工
す
る
計
画
変
更

の
た
め
、最
終
的

に
は
九
七
四
万
円

に
膨
ら
み
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
施
設

の
維
持
に
つ
い
て

は
、国
直
轄
施
設

は
受
益
県
の
管
理

と
す
る
こ
と
か

ら
、県
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の
二

つ
の
背
割
堤
・
木
曽
川
導
流
堤
・
船
頭
平

閘
門
は
地
元
の
受
益
に
な
ら
ず
、国
に
よ

る「
付
属
物
維
持
工
事
」と
な
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
導
流
堤
は
、大
正
一
一
年
に
国
管

理
と
な
り
ま
し
た
。明
治
四
五
年
、木
曽

川
下
流
改
修
の
全
工
事
が
完
成
し
、同
年

六
月
一
〇
日
に
は
関
係
県
に
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。明

治
改
修
の
効
用

　

明
治
改
修
の
最
大
の
効
用
は
、後
述
さ

れ
る「
木
曽
川
右
岸
域
の
破は
て
い堤
回
数
」（
伊

藤
安
男
作
図
）で
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、明

治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）を
境
に
、破
堤
回

数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
年

は
、明
治
改
修
の
要
の
工
事
で
あ
る
三
川

分
流
が
完
成
し
た
年
に
当
た
り
ま
す
。つ

ま
り
、明
治
改
修
工
事
が
完
成
す
る
こ
と

で
、洪
水
の
被
害
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

一
方
、三
川
を
分
離
し
た
こ
と
で
水
位

が
低
下
し
、沿
川
の
悪
水
排
水
が
可
能
と

な
っ
た
事
で
、農
地
の
乾か
ん
で
ん
か

田
化
や
面
積
の

増
加
に
よ
り
、水
稲
反
当
た
り
の
収
穫
量

は
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。

船頭平閘門（写真④）

　揖斐長良背割堤（写真⑤）
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明
治
改
修
と
地
域
の
人
々

　

木
曽
三
川
下
流
域
で
一
九
一
二（
明
治

四
五
）年
ま
で
続
け
ら
れ
た「
明
治
改
修

（
下
流
改
修
）」は
、元
号
が
変
わ
る
と
と
も

に
、そ
の
上
流
域
を
改
修
す
る
大
正
改
修

（
上
流
改
修
）

へ
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。三

川
分
離
を
主

目
的
と
し
た

下
流
改
修
は

主
要
部
分
が

完
工
し
、そ
の

効
果
は
目
を

見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
し

た
。『
岐
阜
県

治
水
史
』に
よ

る
と
、そ
れ
ま

で
多
発
し
て

い
た
水
害
の

件
数
は
大
き

く
減
少
し
、流

域
の
懸
案
で

あ
っ
た
洪
水
防
御
と
い
う
問
題
は
、解
決

に
向
か
っ
て
大
き
く
進
展
し
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。明
治
改
修
は
効
果
が
大
き

な
工
事
で
あ
る
反
面
、副
作
用
と
し
て
耕

作
地
を
潰
す
ほ
ど
の
大
工
事
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
土
地
を
奪
わ
れ
た
地
主

や
小
作
人
を
ど
う
救
済
す
る
か
と
い
う

問
題
が
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た

の
で
す
。

　

内
務
技
師
と
し
て
改
修
工
事
を
担
当
し

た
名み

ょ
う
い
き
ゅ
う
す
け

井
九
介
は
一
九
三
七（
昭
和
一
二
）年

に
当
時
の
工
事
に
つ
い
て
買
収
価
格
の
算

定
基
準
が「
地
価
か
ら
時
価
」に
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、用
地
買
収
が
困
難
を
極

め
た
と
回
想
録
に
残
し
て
い
ま
す
。工
事

全
体
の
資
金
が
不
足
し
、帝
国
議
会
で
は

十
分
な
予
算
を
獲
得
で
き
ず
、工
事
を
急

ぐ
内
務
省
は
そ
の
方
法
を
強
引
な
も
の
と

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
は
結

果
的
に
流
域
住
民
の
反
感
を
買
い
、つ
い

に
は
裁
判
闘
争
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

明
治
改
修
は
大
き
な
犠
牲
を
伴
う
荒
療
治

で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
稿
で
は
、内
務
省
と
流
域
住
民
の

対
立
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
た
の
か
を

整
理
し
、収
用
補
償
金
に
よ
っ
て
利
益
を

受
け
た
地
主
と
、耕
作
地
を
求
め
て
北
海

道
で
開
拓
に
従
事
し
た
小
作
人
の
そ
の
後

に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

一
．
反
対
運
動
の
広
が
り

　

木
曽
川
を
中
心
と
す
る
三
川
流
域
の

改
修
に
つ
い
て
は
一
八
六
八（
明
治
元
）

年
に
当
時
の
岐
阜
県
知
事
長
谷
部
恕よ
し
つ
ら連

が
政
府
に
治
水
の
必
要
性
を
建
言
し
て

以
来
の
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
岐
阜
県
内
に
土
地
を
持
つ
多
く
の

地
主
た
ち
は
、改
修
工
事
の
速
や
か
な

遂
行
を
求
め
て
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）

年
に
治
水
共
同
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

中
心
人
物
は
推
進
派
を
ま
と
め
た
県
議

会
議
員
山
田
省し

ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
や
地
主
の
片
野

万
右
衛
門
ら
で
す
が
、注
目
し
た
い
の

は
、反
対
派
の
中
心
人
物
に
な
っ
た
地

主
の
森
川
寛か
ん
え
い衛
や
安
田
伊い
さ
え
も
ん

左
衛
門
の
父

も
治
水
共
同
社
の
社
員
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ

が
一
八
八
六
年（
明
治
一
九
）年
に
提
出

し
た
木
曽
川
改
修
計
画
が
世
に
知
ら
れ

る
と
、地
主
の
中
に
も
、用
地
買
収
や
廃

川
と
な
り
耕
作
地
と
な
っ
た
河
川
敷
を

代
替
地
と
し
て
取
得
し
利
益
を
受
け
る

人
々
と
、土
地
を
没
収
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
住
宅
も
障
害
物
と
し
て
破
壊
さ
れ

て
移
民
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
に
二

極
化
さ
れ
ま
し
た
。懸
案
で
あ
っ
た
国

が
買
い
取
る
土
地
に
つ
い
て
も
、当
初

は
相
場
の
実
態
と
か
け
離
れ
た
地
価
で

買
い
取
る
こ
と
が
決
ま
り
、総
論
で
ま

と
ま
っ
て
い
た
地
主
た
ち
は
補
償
を

巡
っ
て
い
が
み
合
う
関
係
に
な
っ
た
の

で
す
。そ
う
し
た
中
で
当
時
内
務
省
土

木
局
長
で
あ
っ
た
西
村
捨す

て
ぞ
う三
は
地
主
た

ち
を
説
得
し
よ
う
と
し
て「
治
水
汎は
ん
ろ
ん論
」

と
い
う
論
文
を
発
表
し
、輿よ
ろ
ん論
を
喚
起

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
抗
し
た
の
が
三
重
県
桑
名

明
治
改
修
と
地
域
の
人
々

郷
土
史
家
　
水
谷 

英
志

郷土史家
1980年6月24日生まれ。岐阜県羽島市出身。
2003年同志社大学文学部社会学科社会学専
攻卒。2008年名古屋大学文学研究科人文学
専攻修了（文学修士）。地元紙の記者をする傍ら
で東海三県の郷土史を研究。主論文は「明治期
における木曽川改修工事反対運動と『成工式』」

（『歴史地理学』53巻1号所収）。「荻洲立兵陸
軍中将とノモンハン 戦没者への慰霊」（『軍事史
学』47巻3号所収、研究余滴）

　　　 みずたに       ひ で し

水谷 英志 氏

改修当時の木曽・長良背割堤、当時の人々は、このような形での分水工事を想像できなかった
（土木学会附属図書館所蔵）（写真①）
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明
治
改
修
と
地
域
の
人
々

郡
楠
村
の
豪
農
で
三
重
県
議
会
議
員
で

あ
っ
た
小
林
兼か
ね
た
ろ
う

太
郎
で
す
。彼
は
早
速

「
治
水
汎
論
駁ば
く
げ
き撃
の
一い
っ
ぱ
ん斑
」な
る
意
見
書

を
書
き
上
げ
、各
所
に
配
布
し
た
よ
う

で
す
。で
は
反
対
派
の
地
主
た
ち
は
自

己
の
利
益
だ
け
で
行
動
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。意
見
書
を
読
み
ま
す
と
当
初
佐

屋
川
の
掘
削
工
事
を
求
め
て
い
た
の
に

も
関
わ
ら
ず
、逆
に
佐
屋
川
を
埋
め
立

て
て
廃
川
に
し
、背
割
堤
で
新
た
に
開

削
し
た
木
曽
川
と
長
良
川
を
分
離
す
る

と
い
う
発
想
が
当
時
の
人
々
に
は
荒
唐

無
稽
に
思
え
て
実
現
性
に
乏
し
い
と

判
断
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

現
代
と
比
べ
る
と
工
事
に
関
す
る
具
体

的
な
情
報
開
示
も
少
な
く
、担
当
し
た

内
務
省
の
住
民
に
対
す
る
説
明
は
必
ず

し
も
丁
寧
な
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。治
水
の
た
め
に
耕
作
地
や
宅
地
を

奪
わ
れ
る
の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
と
し

て
地
主
た
ち
は
抗
議
の
声
を
挙
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

二
．
地
主
た
ち
の
奮
闘

　

こ
こ
で
地
主
た
ち
の
中
で
特
に
著
名
で

あ
っ
た
安
田
伊
左
衛
門
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。安
田
は
後
に
日
本
中
央
競
馬
会

（JRA

）の
初
代
理
事
長
に
も
な
る
実
力
者

で
す
。当
時
は
桂
太
郎
第
三
師
団
長（
後
に

首
相
）の
下
で
第
三
師
団
の
騎
兵
大
尉
ま

で
昇
進
し
、濃
尾
震
災
の
時
に
も
桂
師
団

長
に
従
っ
て
活
躍
し
た
い
わ
ば
政
府
側

の
エ
リ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の

彼
が
除
隊
し
て
一
人
の
地
主
に
戻
っ
た

時
、直
面
し
た
の
が
用
地
買
収
の
問
題

で
し
た
。

　

当
時
の
内
務
省
の
用
地
買
収
政
策

は
、一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
に
成
立

し
た
土
地
収
用
法
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
時
算
定
基
準
が
地
価
か
ら

時
価
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

高
く
買
い
取
っ
て
も
ら
い
た
い
地
主
と

安
く
抑
え
た
い
内
務
省
側
で
対
立
が
激

化
し
た
の
で
す
。

　

当
時
の
第
四
区
土

木
監
督
署
は
用
地
買

収
に
応
じ
た
地
主
に

は
工
事
の
遂
行
ま
で

耕
作
を
黙
認
す
る
代

わ
り
に
反
対
す
る
地

主
の
土
地
は
強
制
封

鎖
し
て
耕
作
を
し
た

ら
容
赦
な
く
取
り
締

ま
り
ま
し
た
。そ
の
た

め
安
田
は
、土
地
収
用

法
の
適
用
に
つ
い
て

異
議
申
し
立
て
を
す

る
訴
訟
を
十
二
回
も

起
こ
し
、つ
い
に
は
大

審
院
で
差
し
戻
し
判

決
を
得
て
、名
古
屋
控

訴
院
で
勝
訴
を
勝
ち

取
る
の
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、土
地
の
買
収
価
格
決

定
以
前
に
補
償
金
を
支
払
わ
な
い
内
務

省
の
施
策
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

政
府
が
支
払
う
損
失
補
償
金
は
莫
大
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。安
田
も
多
額
の

補
償
金
を
得
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
お

金
は
個
人
的
な
消
費
に
だ
け
消
え
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
時
改
修
工
事

で
余
っ
た
土
の
処
理
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
を
知
っ
た

安
田
は
、工
事
監
督
者
の
有あ
り
ま
よ
し
た
か

馬
義
敬
技

師
に
相
談
し
、高
須
輪
中
の
堤
防
を
堅

固
に
す
る
た
め
の
処
置
と
し
て
、私
費

で
浚
渫
土
砂
を
盛
土
し
て
強
固
に
し
ま

し
た
。村
民
の
住
宅
も
安
全
な
盛
土
の

上
に
建
設
す
る
こ
と
を
支
援
し
、地
域

の
水
害
対
策
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で
土
地
買
収

を
巡
る
争
い
に
つ
い
て
住
民
と
内
務
省

の
和
解
を
象
徴
づ
け
た
の
が
一
九
〇
〇

（
明
治
三
三
）年
に
時
の
首
相
山や
ま
が
た
あ
り
と
も

県
有
朋

ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た「
木
曽
川
改

修
三
川
分
流
成
工
式
」で
し
た
。

三
．
小
作
人
の
北
海
道
移
民

　

木
曽
・
長
良
川
の
開
削
と
流
路
変
更

に
伴
い
住
み
慣
れ
た
土
地
を
奪
わ
れ
た

地
主
は
数
多
く
い
ま
し
た
が
、地
主
た
ち

は
買
収
費
を
得
ま
し
た
。他
方
、地
主
か

ら
土
地
を
借
り
受
け
て
い
た
小
作
人
は

無
論
買
収
費
も
な
く
、耕
作
す
る
土
地
を

失
い
ま
し
た
。彼
ら
は
新
天
地
を
求
め

て
、遠
く
は
北
米
や
北
海
道
な
ど
、こ
れ

ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
土
地
へ
移
住
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
三
重
県
の
伊
曽
島
村（
現
桑

名
市
）の
地
主
や
小
作
人
た
ち
は
、集
団

で
北
海
道
の
苫と
ま
ま
え前
村
に
移
住
し
ま
し
た

が
、彼
ら
は
道
路
す
ら
な
い
原
野
を
切

り
開
き
ま
し
た
。『
長
島
町
誌
』に
よ
る

と
、土
地
開
墾
の
厳
し
い
事
情
を
知
り

帰
郷
の
意
思
を
示
す
者
が
で
ま
し
た
。

そ
の
中
で
二
五
戸
の
移
民
を
率
い
た
団

長
で
あ
る
伊
藤
軍
次
郎
や
太
田
松
次
郎

は
去
り
、残
る
団
長
の
森
磯い

そ
え
も
ん

右
衛
門
は

開墾当時の北海道の原野（『第四北海道移住手引草』収録写真）（写真②）



8

明
治
改
修
と
地
域
の
人
々

病
没
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
彼
ら
は
農

業
を
定
着
さ
せ
、畜
産
を
は
じ
め
、現
金

収
入
を
得
て
、一
八
九
八（
明
治
三
一
）

年
に
は
三
七
戸
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

徐
々
に
生
活
を
安
定
さ
せ
た
彼
ら
は
、

一
九
〇
〇（
明
治
三
三
）年
に
は
三
〇
〇

円
を
集
め
て
移
住
先
に
多
度
神
社
を
作

り
ま
し
た
。

　

着
の
身
着
の
ま
ま
で
移
住
し
た
彼

ら
の
生
活
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。岐

阜
日
日
新
聞
を
見
ま
す
と
、例
え
ば

一
八
九
七（
明
治
二
九
）年
三
月
七
日
に

は
石
狩
国
上
川
郡
愛あ
い
べ
つ別
原げ
ん
や野
に
移
住
し

た
一
五
戸
の
農
家
の
惨
状
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
「
岐
阜
県
移
住
民
は
衣
る
に
服
な
く

食
す
る
に
糧
な
く
飢
餓
の
苦
し
み
は
朝

夕
に
迫
り
来
り
て
明
日
の
命
も
覚お

ぼ
つ
か束
な

し
と
の
評
判
…
中
略
…
寧む
し

ろ
居き
ょ

を
他
所

に
転
じ
て
何
か
活か
っ
け
い計
の
途
を
立
つ
る
覚

悟
を
極
め
ぬ
か
と
署
長（
左
右
田
分
署

長
＝
筆
者
）の
尋
ね
け
る
に
、移
転
を
な

す
に
は
許き
ょ
た多
の
入
費
が
要
る
訳
な
り
一

銭
の
貯
へ
も
な
き
貧
民
に
は
手
足
の
出

し
所
な
し
…
」

　

こ
う
し
た
惨
状
に
つ
い
て
新
聞
を
通

じ
て
知
っ
た
札
幌
在
住
の
岐
阜
県
郷
友

会
は
、生
活
の
足
し
に
と
一
四
円
を
集
め

寄
付
を
す
る
の
で
す
。移
転
を
決
断
し
た

人
々
の
苦
労
が
あ
っ
て
初
め
て
木
曽
川

改
修
工
事
の
恩
恵
が
享
受
で
き
る
こ
と

を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

四
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
木
曽
三
川
に
お
け
る
明
治
改
修

が
背
負
っ
た
光
と
影
の
部
分
を
ま
と
め
ま

し
た
。
住
民
た
ち
は
利
益
を
受
け
る
側
も

損
害
を
被
る
側
も
、
生
き
る
た
め
に
苦
悩

し
た
と
い
え
ま
す
。
特
に
各
所
へ
移
民
し

た
人
々
は
、
所
在
が
分
か
っ
て
い
る
人
は

ま
だ
恵
ま
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
後
の
子

孫
の
足
取
り
が
全
く
つ
か
め
な
い
人
々
も

大
勢
い
ま
す
。

　

明
治
改
修
か
ら
一
世
紀
が
経
過
し
、
流

域
で
の
水
害
は
大
き
く
減
少
し
た
が
た
め

に
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の

決
断
が
な
け
れ
ば
治
水
工
事
は
完
成
せ
ず
、

流
域
が
抱
え
る
問
題
は
解
決
し
な
か
っ
た

の
で
す
。

■
参
考

木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
、

１
９
９
５
『
木
曽
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

名
井
九
介　

１
９
３
７
「
木
曽
川
下
流
改
修
工
事
の
昔
話
」

内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所

長
森
貞
夫 

１
９
４
８
『
競
馬
と
共
に
歩
ん
だ　

安
田
伊
左
衛

門
翁
伝
』
日
本
競
馬
会

田
中
彰　

１
９
９
６
『
北
海
道
開
拓
と
移
民
』
吉
川
弘
文
館

■
参
考
文
献

『
岐
阜
県
治
水
史
』　

岐
阜
県　

１
９
５
３

『
競
馬
と
共
に
歩
ん
だ
安
田
伊
左
衛
門
翁
傳
』

日
本
競
馬
会
刊
、 

１
９
４
７

『
日
本
の
川
を
甦
ら
せ
た
技
師
デ
・
レ
イ
ケ
』

上
林
好
之　

草
思
社　

１
９
９
９

参考：移民が北海道に建てた三重神社（木曽川文庫所蔵）　※本文中、多度神社とは別（写真③）

『第四北海道移住手引草』（開拓移民はこれを携え、
北海道の原野を切り開いた）（写真④）
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デ
・
レ
イ
ケ
と
ケ
ー
ソ
ン

　

デ
・
レ
イ
ケ
は
、明
治
改
修
工
事
の
ケ

レ
ッ
プ
水
制
や
木
曽
川
・
揖
斐
川
の
導
流

堤
の
基
礎
工
事
に
粗そ

だ朶
を
使
っ
て
い
る
。

　

一
方
、当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、近
代

土
木
工
法
で
あ
る
ケ
ー
ソ
ン
工
も
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、な
ぜ
木
曽
川
下
流
改

修
で
は
ケ
ー
ソ
ン
工
が
使
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
ヒ
ン
ト
は
、明
治
改
修
工
事
以
前

に
デ
・
レ
イ
ケ
が
担
当
し
て
い
た「
三
国

港
」工
事
時
代

の
手
紙（
木
曽

川
文
庫
所
蔵
）

に
見
ら
れ
、

ケ
ー
ソ
ン
基

礎
を
検
討
し

た
上
で
、粗
朶

沈
床
基
礎
を

選
ん
で
い
る
。

　

本
稿
で
は
、

デ
・
レ
イ
ケ
が

試
行
錯
誤
し
、

そ
の
中
で
粗

朶
沈
床
基
礎
に
自
信
を
つ
け
て
い
く
過

程
を
み
て
い
く
も
の
と
す
る
。

一
．
デ
・
レ
イ
ケ
が
考
え
る

    

「
ケ
ー
ソ
ン
」
と
は
？

　

ケ
ー
ソ
ン
と
は
、地
中
の
支
持
基
盤
ま

で
沈
下
さ
せ
て
基
礎
と
す
る
構
造
物
で

あ
り
、橋
脚
や
防
波
堤
の
基
礎
に
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。

　

ケ
ー
ソ
ン
基
礎
は
、地
上
で
作
っ
た
箱

型
の
構
造
物
を
掘
削
し
た
海
底
や
川
底

の
支
持
基
盤
上
に
設
置
し
、中
に
詰
め
物

を
し
た
設
置
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
、掘
削
し
つ

つ
筒
状
の
構
造
物
を
支
持
基
盤
に
到
達

さ
せ
る
オ
ー
プ
ン
ケ
ー
ソ
ン
基
礎（
井い

づ
つ筒

工
法
）、ケ
ー
ソ
ン
下
部
の
作
業
室
に

圧あ
っ
さ
く搾
空
気
を
送
り
、水
の
浸
入
を
塞
ぎ
つ

つ
作
業
室
に
人
が
入
っ
て
堀
削
を
行
い
、

支
持
基
盤
ま
で
沈
下
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
マ

チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
、の
３
種
類
に
分

け
ら
れ
る
。

　

エ
ッ
シ
ャ
ー
へ
の
手
紙
か
ら
、デ
・
レ

イ
ケ
は
新
潟
港
で
計
画
さ
れ
て
い
た

ケ
ー
ソ
ン
基
礎
と
同
じ
も
の
を
想
定
し

て
三
国
港
で
の
使
用
を
検
討
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。上か
ん
ば
や
し
よ
し
ゆ
き

林
好
之（
一
）

は
新
潟
港
の
計
画
に
つ
い
て
、「
海
に
箱

型
の
枠
を
沈
め
、そ
の
中
に
岩
石
を
入

れ
る
工
法
」と
述
べ
て
い
る
。ま
た
、山

本
鉱こ
う
た
ろ
う

太
郎（
二
）は
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）

年
四
月
一
三
日
付
け
の「
郵
便
報
知
」の

記
事
を
と
り
あ
げ
、「
川
底
に
枕
木
を
敷

き
、そ
し
て
上
部
二
間
半
、下
部
六
間
の

巨
大
な
鉄
の
箱
を
つ
く
っ
て
、［
こ
の
箱

を（［ 

］内
は
訳
者
注
）］一
五
〇
個
ほ
ど

埋
め
、そ
れ
に
石
を
入
れ
て
造
る
と
い

う
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
ら
し
い
」と
述
べ

て
い
る
。つ
ま
り
、デ
・
レ
イ
ケ
が
検
討

し
た
ケ
ー
ソ
ン
は「
設
置
ケ
ー
ソ
ン
」で

あ
る
と
い
え
る
。

二
．
三
国
港
工
事
と
デ
・
レ
イ
ケ

　

一
八
七
六（
明
治
九
）年
当
時
、三
国
港

の
九く
ず
り
ゅ
う

頭
竜
川
河
口
部
で
は
上
流
の
山
地

崩
壊
に
よ
る
土
砂
が
多
量
に
流
送
さ
れ

る
上
、偏
西
風
で
砂
浜
の
砂
が
運
ば
れ
、

河
口
閉
塞
を
起
こ
し
て
い
た
。地
元
の

要
請
に
よ
り
エ
ッ
シ
ャ
ー
は
、河
口
に
押

し
寄
せ
る
大
き
な
波
を
遮
断
す
る
た
め
、

右
岸
堤
防
を
三
〇
〇
間（
約
五
五
〇
ｍ
）

伸
ば
し
、そ
の
先
端
一
〇
〇
間（
一
八
〇

ｍ
）を
南
に
湾
曲
さ
せ
た
防
波
堤
と
左
岸

一
〇
〇
間
の
区
間
の
粗
朶
水
制
を
設
置

し
、土
砂
を
川
の
流
れ
で
海
へ
流
し
、三

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
水
深
を
深
く
す
る
計
画

を
立
て
た
。

デ
・
レ
イ
ケ
と
ケ
ー
ソ
ン

愛
知
大
学
大
学
院
　
羽
柴 

亜
弥

1988年4月29日生まれ
2007年4月愛知大学文学部人文社会学科日
本史専攻入学
2011年3月卒業
学芸員免許取得
愛知大学大学院文学研究科日本文化専攻修
士課程在学中

　　　  は し ば       あ　 や

羽柴 亜弥 氏

幹部沈床と頭部沈床からなり、
幹部沈床上に上層工として石積
がなされたケレップ水制（木曽
三川の治水百年のあゆみ 建設省
中部地方建設局 平成7年）

編集者が作図した、設置ケーソンのイメージ図

三国港の防波堤（著者撮影）
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デ
・
レ
イ
ケ
と
ケ
ー
ソ
ン

　

一
八
七
八（
明
治
一
一
）年
、エ
ッ

シ
ャ
ー
の
帰
国
に
よ
っ
て
デ
・
レ
イ
ケ

が
三
国
港
の
防
波
堤
兼
導
流
堤
工
事（
以

下
、防
波
堤
工
事
と
記
載
）を
担
当
し
た
。

沈
め
た
粗
朶
沈
床
に
杭
を
打
っ
て
固
定

す
る
基
礎
工
事
を
行
っ
た
が
、絶
え
間
な

い
激
浪
の
襲
来
で
工
事
は
進
ま
ず
、エ
ッ

シ
ャ
ー
の
見
積
っ
た
工
事
費
で
は
完
成

は
困
難
と
な
っ
た
。

　

翌
一
八
七
九
年
五
月
の
手
紙（
三
）で
、

デ
・
レ
イ
ケ
は
、粗
朶
沈
床
に
よ
る
基
礎

工
事
を
試
行
錯
誤
し
つ
つ「［
三
国
港
は
］

新
潟
港
と
海
底
が
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
規

模
が
大
き
い
だ
け
だ
か
ら
」と
い
う
理
由

で
、新
潟
港
と
同
様
に
ケ
ー
ソ
ン
を
使
用

し
て
は
ど
う
か
と
エ
ッ
シ
ャ
ー
に
相
談

し
て
い
る
。防
波
堤
工
事
は
一
〇
月
に

な
っ
て
も
上
手
く
い

か
ず
、冬
の
中
断
期

へ
入
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、九
ヶ

月
後
の
一
八
八
〇(

明

治
一
三)

年
二
月
一
〇

日
の
手
紙
で
、ム
ル

デ
ル
が
送
っ
て
き

た
新
潟
港
の
報
告
書

に
対
し
て
、「
欅け
や
き

製

の
ケ
ー
ソ
ン
、私
は

水
中
に（
粗
朶
、著
者

加
筆
）沈
床
を
使
え

ば
十
分
だ
と
思
い
ま

す
」と
粗
朶
沈
床
を

薦
め
て
い
る
。予
算
を
抑
え
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
あ
る
が
、一
年
前
の
五
月
の

手
紙
か
ら
一
転
し
て
粗
朶
沈
床
へ
の
自

信
が
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、同
年
七
月
八
日
の
手
紙
で

デ
・
レ
イ
ケ
は
、「
嵐［
に
よ
る
高
波
を
う

け
る
］毎
に
こ
れ
ら
の
導
流
堤
が
強
固
に

な
っ
て
い
く
の
で
、粗
朶
沈
床
の
ほ
う
が

ケ
ー
ソ
ン
よ
り
効
果
的
で
あ
る
」と
エ
ッ

シ
ャ
ー
に
述
べ
、粗
朶
沈
床
基
礎
に
つ
い

て
、「
五
層
に
重
ね
た
粗
朶
沈
床
に
雄お
し
ま島

か
ら
採
収
・
輸
送
し
た
三
～
八
ト
ン
の
岩

石
を
載
せ
、松
丸
太
杭
を
一
間
ご
と
に
海

底
の
砂
層
ま
で
打
ち
込
み
、杭
と
杭
の
間

に
桁
を
渡
し
て
鉄
製
の
ボ
ト
ル
で
繋
い

だ
。」と
記
述
し
て
い
る
。同
年
一
二
月
に

三
国
港
は
開
港
し
た
。

　

以
上
三
通
の
手
紙
を
順
番
に
み
て
い

く
と
、一
八
七
九
年
五
月
の
手
紙
で
は
粗

朶
沈
床
基
礎
が
う
ま
く
い
か
ず
ケ
ー
ソ

ン
を
検
討
し
て
い
る
が
、一
八
八
〇
年

二
月
の
手
紙
で
は
粗
朶
沈
床
に
自
信
を

も
っ
て
い
る
。つ
ま
り
こ
の
間
に
デ
・
レ

イ
ケ
は
、粗
朶
沈
床
の
方
が
ケ
ー
ソ
ン
よ

り
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
考
え
に
変
化

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。一
八
八
〇
年
七
月

の
手
紙
に
あ
る
よ
う
に
粗
朶
沈
床
基
礎

の
工
法
を
工
夫
し
、そ
の
成
功
が
こ
の
自

信
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
国
港
の
海
底
は
、風
波
に
よ
っ
て
変

動
し
や
す
く
不
安
定
で
あ
っ
た
。「
設
置

ケ
ー
ソ
ン
」は
、支
持
基
盤
が
浅
い
場
合

に
用
い
ら
れ
る
工
法
で
あ
る
が
、三
国
港

は
、少
し
の
掘
削
で
安
定
し
た
基
盤
に
た

ど
り
つ
け
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
。つ
ま

り
、デ
・
レ
イ
ケ
が「
設
置
ケ
ー
ソ
ン
」を

採
用
し
な
か
っ
た
判
断
は
的
確
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

三
．
当
時
の
社
会
背
景
と
ま
と
め

　

井
上
聖さ
や
か
ら（
四
）は
、エ
ッ
シ
ャ
ー
が
新

潟
港
を
ケ
ー
ソ
ン
で
計
画
し
、デ
・
レ
イ

ケ
が
ケ
ー
ソ
ン
を
検
討
し
た
時
代
は
ま

だ
本
格
的
な
ケ
ー
ソ
ン
使
用
に
至
っ
て

お
ら
ず
、多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
に

よ
る
基
礎
工
事
は
粗
朶
沈
床
が
中
心
で

あ
っ
た
、と
述
べ
て
い
る
。当
時
の
オ
ラ

ン
ダ
人
の
考
え
に
つ
い
て
中
村
孫
一
は
、

長
工
師
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
が「
今
、日
本

が
新
た
に
百
度
更こ
う
ち
ょ
う
張
を
畫わ
く

す
る
に
際
し
、

材
料
を
外
国
よ
り
購
入
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
は
不
幸
の
大
な
る
も
の
な
り
」と
発

言
し
た
こ
と
を
挙
げ
、「
オ
ラ
ン
ダ
人
技

術
者
が
わ
が
国
の
材
料
を
使
っ
た
粗
朶

沈
床
工
事
を
主
流
に
し
た
」と
述
べ
て
い

る
。ま
た
上
林
は
、同
時
代
に
来
日
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
人
技
術
者
は
、オ
ラ
ン
ダ

人
は
粗
朶
ば
か
り
を
使
っ
て
鉄
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
な
い
時
代
遅
れ
な

工
法
を
採
用
す
る
と
批
判
し
た
、と
述
べ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
、デ
・
レ
イ
ケ
は
頑
な

に
粗
朶
沈
床
を
推
進
し
て
い
た
訳
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。試
行
錯

誤
を
経
て
、粗
朶
沈
床
で
強
い
基
礎
が
作

れ
る
こ
と
、む
し
ろ
ケ
ー
ソ
ン
よ
り
も
粗

朶
沈
床
の
方
が
三
国
港
に
は
適
し
て
い

る
こ
と
を
確
信
し
た
上
で
、粗
朶
沈
床
で

の
基
礎
で
築
堤
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

　

三
国
港
の
工
事
は
そ
の
厳
し
い
環
境

に
よ
っ
て
困
難
を
極
め
、担
当
者
で
あ
る

デ
・
レ
イ
ケ
は
苦
悩
し
た
。し
か
し
、そ
れ

を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、そ

の
経
験
が
、厳
し
い
環
境
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
部
の
明
治
改
修
工
事
を
始
め
と

す
る
、そ
の
後
の
デ
・
レ
イ
ケ
の
河
川
改

修
に
、反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

■
参
考

（
一
）
上
林
好
之

『
日
本
の
川
を
甦
ら
せ
た
技
師
デ
・
レ
イ
ケ
』

（（
株
）草
思
社
、
一
九
九
九
年
）

（
二
）
山
本
鉱
太
郎

「
ム
ル
デ
ル
―
そ
の
人
と
業
績
」（「
流
山
研
究
・

に
お
ど
り
」
第
四
号
、
昭
和
六
〇
年
）

（
三
）
上
林
好
之

『
デ
・
レ
イ
ケ
の
書
簡
集
Ⅰ
』（
木
曽
川
文
庫
、

平
成
一
七
年
）

（
四
）
井
上
聖
・
樋
口
輝
久
・
馬
場
俊
介

「
近
代
日
本
に
お
け
る
欧
米
諸
国
か
ら
の
技

術
導
入
」（「
土
木
史
研
究
講
演
集
」
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．

二
四
、二
〇
〇
四
年
）

雄島からの採石『第21回特別
展　明治三大築港展』（みくに
龍翔館、平成16年）より
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明
治
改
修
完
成
百
周
年
に
想
う

は
じ
め
に

　

木
曽
三
川
流
域
の
歴
史
は
治
水
史
そ

の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
宝
暦
治
水

で
あ
り
、明
治
改
修
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
治
水
工
事
は
今
日
で
は

広
く
知
ら
れ
、多
く
の
文
献
が
上じ
ょ
う
し梓
さ
れ

て
い
る
。

　

両
者
に
共
通
す
る
の
は
第
一
に
、各
々

が
江
戸
期
、明
治
期
の
川
普
請
を
代
表
す

る
も
の
で
あ
り
、他
に
類
を
み
な
い
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。第
二
に
こ
れ
ら
の
計
画（
目
論
見
）は

と
も
に
局
所
的
な
も
の
で
は
な
く
、水
災

を
流
域
を
含
め
総
括
的
に
検
討
す
る
、い

う
な
ら
ば
河
川
一
体
観
の
治
水
思
想
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、当
時
の
土
木
技
術
と

し
て
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
両
者
は
様
々
な
問
題
点
を
内

包
し
て
お
り
、現
在
の
よ
う
に
人
口
に

膾か
い
し
ゃ炙
す
る
過
程
は
き
わ
め
て
対
照
的
で

あ
っ
た
。

宝
暦
治
水
と
西
田
喜
兵
衛

　

宝
暦
治
水
が
世
に
出
た
の
は
明
治
期

以
降
で
あ
っ
た
。た
だ
江
戸
期
に
尾
張
藩

士
、樋
口
好よ
し
ふ
る古
が
美
濃
国
内
の
尾
張
藩
領

を
各
村
毎
に
誌
し
た『
濃
の
う
し
ゅ
う
じ
ゅ
ん
こ
う
き

州
徇
行
記
』（
寛か
ん

政せ
い

年
間　

一
七
八
九
～
一
八
○
○
）に
そ

の
一
部
が
み
ら
れ
る
。こ
の
書
は『
尾
州

徇
行
記
』と
と
も
に
江
戸
期
を
代
表
す
る

地
誌
書
で
あ
り
、多
く
の
歴
史
地
理
学
者

に
一
級
の
史
料
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ

て
い
る
。た
だ
し
樋
口
好
古
は
親
藩
尾
張

藩
の
右ゆ

う
ひ
つ筆
だ
け
に
、史
観
を
ま
じ
え
る
こ

と
は
な
く
、精
査
な
記
述
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
書
で
は
、安
八
郡
勝か
つ
む
ら村
で「
大お
お
ぐ
れ榑

川が
わ

洗
堰
」、石
津
郡
福
江
村
で
は「
油
島

堰
」の
二
か
所
の
み
の
記
述
に
終
わ
っ
て

い
る
。た
だ
後
者
で
は「
…
木
曽
川
の
水

と
伊い
び
が
わ

尾
川
の
水
輻ふ
く
そ
う輳
せ
し
が　

一
体
木

曽
川
の
水
高
き
故
伊
尾
川
の
方
へ
の
み

水
す
ゝ
み
逆
流
し
て
高
須
輪
中　

福
束

輪
中　

多た

ぎ藝
輪
中
な
ど
渾す
べ

て
伊
尾
川
へ

悪
水
落
の
数
百
ヶ
村
水
落
あ
し
く
…
」と

記
し
て
木
曽
三
川
流
域
の
造ぞ
う
ぼ
ん
ち

盆
地
運
動

に
よ
る
東
高
西
低
の
河
川
地
形
が
洪
水

多
発
の
要
因
と
述
べ
て
い
る
。

　

明
治
期
に
な
る
と
宝
暦
治
水
に
先せ

ん
べ
ん鞭

を
つ
け
た
の
が
、内
務
省
第
四
代
土
木
局

長
で
あ
り
、の
ち
大
阪
府
知
事
と
な
っ

た
西
村
捨
三
に
よ
る『
治
水
汎
論
』（
明
治

二
三
年
）で
あ
る
。

　

さ
ら
に
同
年
創
刊
さ
れ
た「
治
水
雑

誌
」（
第
一
号
）に
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。そ
れ
に
は「
一
、木
曽
川
筋
油
島
〆

切　

但
図
面
添　

現
今
工
事
ノ
經け

い
れ
き歴
始

末　

一
、油
島
〆
切
二
関
ス
ル
担
当
者
ノ

經
歴
始
末　

現
在
工
事
二
係
ル
発
起
人

熱
心
家
及
担
当
者
技
術
師
ノ
經
歴
始
末
」

が
掲
載
さ
れ
、自
刃
し
た
藩
士
た
ち
の
墓

所
、法
名
、姓
名
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い

る
。管
見
に
よ
れ
ば
自じ
じ
ん刃
者
た
ち
を
明
記

し
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
時
代
に
は
金き
ん
ば
ら
め
い
ぜ
ん

原
明
善
、山
田
省
三

郎
、金
森
吉
次
郎
な
ど
の
多
く
の
治
水
家

た
ち
が
そ
の
顕
彰
に
盡
じ
ん
り
ょ
く力す
る
が
、三
重

県
多
度
村（
現
桑
名
市
多
度
町
）の
西
田

喜
兵
衛
が
事
績
調
査
に
生
涯
を
か
け
る

一
方
、油
島
薩
摩
堰
上
に「
宝
暦
治
水
之

碑
」の
顕け
ん
し
ょ
う
ひ

彰
碑
の
建
立
を
す
る
た
め
に
一

人
ひ
た
す
ら
東
奔
西
走
し
た
こ
と
は
今

日
も
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

建
碑
祭
は
明
治
三
三
年
四
月
二
二
目
、

分
流
堤
完
工
式
を
催
し
た
の
ち
油
島
に

移
り
宝
暦
治
水
死し
ぼ
つ歿
者
の
招し
ょ
う
こ
ん
さ
い

魂
祭
を

行
っ
た
。こ
の
日
に
い
た
る
西
田
喜
兵
衛

の
足
跡
は
私
家
版
の『
濃
尾
勢
三
大
川 

宝

暦
治
水
誌
』（
明
治
四
〇
年
刊
）に
詳
述
さ

れ
て
い
る
。募
金
運
動
の
そ
の
一
節「
工

事
義ぎ

ぼ
つ
し
ゃ

歿
者
建け
ん
ぴ碑
事
件
二
付
明
治
三
三
年

一
月
上
京
日
誌
」に「
一
月
廿に
じ
ゅ
う
に二
日
麻
布

区
櫻さ
く
ら
だ田
町
ノ
寓ぐ
う
し
ょ所
ニ
某
氏（
筆
者
註
）ニ

訪と

ヒ
建け
ん
ぴ碑
賛
成
ヲ
請こ

ヒ
シ
ニ
氏
曰い
わ

ク
該が
い

件け
ん

ハ
国く
に
も
と元
ナ
ル
某
氏（
筆
者
註
）二
照
会

ヲ
經へ

タ
ル
後
ナ
ラ
テ
ハ
賛
成
ヲ
表
シ
難が
た

シ
ト
ノ
コ
ト
ニ
テ
空む
な
しク
去
ル
。一
月
廿に
じ
ゅ
う
ご五

日
…
某
氏
ノ
邸て
い

ヲ
訪と

フ
然し
か

ル
ニ
氏
ハ
帰き

縣け
ん

セ
リ
ト
予よ

ハ
大お
お
い

二
不
平
ノ
感
ヲ
懐い
だ

ケ

リ
如い
か
が何
ト
ナ
レ
ハ
氏
ヲ
訪と

フ
コ
ト
再
三

其そ
の

都つ

ど度
不よ
う
り
ょ
う
を
え
ず

得
要
領
ニ
終
リ
居い

ル
ニ
拘か
か

ハ

ラ
ス
何な

ん
ら等
ノ
挨
拶
ナ
ク
出だ

シ
抜
ケ
ノ
帰き

明
治
改
修
完
成
百
周
年
に
想
う

　  

〜
治
水
の
流
れ
と
そ
の
人
間
像
〜

花
園
大
学
名
誉
教
授
　
文
学
博
士
　
伊
藤 

安
男

1929年生まれ
1952年立命館大学文学部地理学科卒
岐阜県高等学校地理教師，岐阜経済大学講師
を歴任
1982年花園大学部文学部史学科教授
現在、花園大学名誉教授。　文学博士

・主な著書
『治水思想の風土』（1994年）
『変容する輪中』（1996年）
『木曽三川』（2007年）
『台風と高潮災害 伊勢湾台風』（2009年）
『洪水と人間』（2010年）　など。

　　　  い と う       や す お

伊藤 安男 氏
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縣け
ん

ト
ハ
実
ニ
氏
ノ
冷
情
ナ
ル
ニ
ハ
殆ほ
と

ン

ト
呆ぼ
う
ぜ
ん然
タ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
…
」

　

こ
の
よ
う
に
少
数
で
は
あ
る
が
治

水
家
た
ち
の
顕
彰
に
よ
り
大
正
一
四

（
一
九
二
五
）年
に
宝
暦
治
水
奉
賛
会
が

設
立
さ
れ
、昭
和
三（
一
九
二
八
）年
に
は

養
老
町
大
牧（
大
巻
）の
役
館
跡
に「
平
田

翁
終
焉
地
記
念
碑
」が
建
立
さ
れ
た
。そ

の
撰
文
に「
殺
伐
な
武
士
道
よ
り
も
産
業

道
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、主

君
の
仇
を
討
っ
た
赤
穂
義
士
よ
り
も
産

業
上
の
献
身
者
こ
そ
眞
の
模
範
者
で
あ

る
」と
し
て
い
る
。こ
の
頃
よ
り
義
士
と

名
称
が
一
般
化
し
て
く
る
と
と
も
に
、そ

の
前
後
よ
り
治
水
神
社
創
建
の
運
動
が

お
こ
り
各
地
で
基
金
の
募
集
が
開
始
さ

れ
た
。一
部
の
町
村
で
は
川
普
請
に
よ
り

洪
水
が
増
加
し
た
と
し
て
反
対
が
あ
っ

た
が
、昭
和
一
三（
一
九
三
八
）年
四
月
に

は
平
田
靭ゆ
き
え負
を
祭
神
と
す
る
神

社
が
落
成
し
た
。現
在
は
毎
年

四
月
二
五
目
と
十
月
二
五
目
に

大
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

哀
史
と
し
て
名
高
い
御
手
伝

普
請
の
研
究
は
数
多
く
み
ら
れ

る
が
、そ
の
集
大
成
と
も
い
う

べ
き
も
の
が
昭
和
一
八
年
刊
行

の
伊
藤
信ま

こ
との『
宝
暦
治
水
と
薩

摩
藩
士
』で
あ
る
。伊
藤
は
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）年
に
高
須
輪

中
に
て
出
生
、岐
阜
師
範
学
校

卒
業
後
、県
下
の
中
学
校
、女
学

校
の
教
師
を
つ
と
め
、晩
年
は
大
垣
市
立

図
書
館
長
と
な
り
、昭
和
三
二
年
病
没
し

て
い
る
。こ
の
間
に
多
く
の
著
作
を
な
す

が
、そ
の
代
表
作
が『
宝
暦
治
水
と
薩
摩

藩
士
』で
あ
り
、郷
土
史
研
究
の
碩せ
き
が
く学
で

あ
っ
た
。

　

戦
後
に
な
る
と
宝
暦
治
水
は
薩
摩
義

士
の
名
の
も
と
に
哀
史
、美
談
と
し
て
全

国
的
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
女
流
作
家
、杉

本
苑そ
の
こ子
の
宝
暦
治
水
を
題
材
と
し
た『
孤

愁
の
岸
』で
あ
る
。昭
和
三
七（
一
九
六
二
）

年
に
直
木
賞
を
受
賞
、そ
の
後
こ
れ
が
帝

国
劇
場
や
名
古
屋
の
御
園
座
で
上
演
さ

れ
た
。ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ

ト
で
放
映
さ
れ
る
な
ど
、そ
の
知
名
度
は

よ
り
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
。

　

筆
者
は
そ
の
後
の
昭
和
六
二
年
一
月
、

杉
本
苑
子
と
対
談
し
た
。（
写
真
①
）

　

そ
の
折
、女
史
は
執
筆
の
取
材
過
程
の

な
か
で
川
普
請
の
労
苦
を
初
め
て
知
っ

た
こ
と
、哀
史
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

語
ら
れ
た
。し
か
し
、そ
の
後
に
続
く
蘭

人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
に
つ
い
て
は
知

ら
れ
ず
、小
生
が
補
談
し
た
と
こ
ろ
、そ

の
知
見
の
乏
し
さ
を
悔
や
ま
れ
た
。

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
と
木
村
周
一

　

こ
の
よ
う
に
宝
暦
治
水
は
木
曽
三
川

流
域
に
お
い
て
流
域
民
に
広
く
知
ら
れ

る
に
い
た
っ
た
。し
か
し
、こ
の
御
手
伝

い
普
請
は
水
害
常
襲
地
域
特
有
の
水
論

の
利
害
関
係
や
技
術
上
の
問
題
か
ら
当

時
、様
々
な
目
論
見
が
検
討
さ
れ
、そ
の

結
果
、三
川
は
分
流（
分
離
）さ
れ
る
こ
と

な
く
、喰
違
堰
、洗
堰
な
ど
に
よ
る
普
請

と
な
っ
た
。い
う
な
ら
ば
妥
協
点
に
た
っ

た
治
水
で
あ
り
、当
初
に
め
ざ
し
た
分
流

は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
に
よ
る
明
治

改
修
ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

デ
レ
ー
ケ
の
事
績
に
つ
い
て
は
す
で

に
多
く
の
著
作
が
あ
り
、本
誌
で
も
前
半

に
論
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、本
稿
で
は
大

垣
の
蘭ら
ん
ぽ
う
い

方
医
江
馬
籐と
う
き
ょ渠（
活
堂
）と
一
宮

市
の
木
村
周
一
両
氏
の
デ
レ
ー
ケ
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

宝
暦
治
水
総
奉
行
の
平
田
靭
負
と
デ

レ
ー
ケ
、両
者
の
知
名
度
に
つ
い
て
筆
者

ら
が
昭
和
四
八（
一
九
七
三
）年
に
調
査

し
た
結
果
が
表
①
、②
で
あ
る
。

　

こ
の
表
に
着

目
す
る
と
調
査

対
象
、
輪
中
全
域

一
五
四
二
名
、う
ち

高
須
輪
中
四
二
四

名
、と
も
に
デ
レ
ー

ケ
の
知
名
度
が
平

田
靭
負
と
比
較
し

て
非
常
に
低
い
こ

と
が
わ
か
る
。「
よ
く

知
っ
て
い
る
」と
回

答
し
た
も
の
が
輪

中
全
域
で
は
デ
レ
ー

ケ
二
．二
％
。こ
れ

に
対
し
て
平
田
靭
負
は
約
半
数
の
四
五
．

一
％
で
あ
る
。（
表
①
参
照
）

　

高
須
輪
中
に
限
定
し
て
み
る
と
、デ

レ
ー
ケ
は
わ
ず
か
一
％
に
す
ぎ
な
い
が
、

平
田
靭
負
は
八
五
．六
％
と
輪
中
地
域
の

な
か
で
も
も
っ
と
も
高
い
数
値
を
示
し

て
お
り
、そ
の
差
は
さ
ら
に
顕
著
と
な
っ

て
い
る
。（
表
②
参
照
）

　

高
須
輪
中
は
治
水
神
社
の
所
在
地
で

も
あ
り
、調
査
当
時
、町
長
を
中
心
に
顕

彰
の
も
っ
と
も
盛
ん
な
地
方
で
あ
っ
た
。

デ
レ
ー
ケ
は
そ
の
か
げ
に
埋
も
れ
て
、忘

れ
去
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、流
域
民
が
デ
レ
ー
ケ
の
明
治

改
修
に
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。と
く
に
地
主
層
に
と
っ

て
、用
地
収
用
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

一
部
の
間
に
治
水
運
動
も
お
こ
っ
て
い

明
治
改
修
完
成
百
周
年
に
想
う

水 屋
水防倉庫
平田靱負
堀 田
どろこ田植
上 げ 舟
水 神
助 命 壇
株 井 戸
デレーケ

実 数
824
713
696
523
497
404
344
91
74
34

％
53.4 
46.2 
45.1 
33.9 
32.2 
26.2 
22.3 
5.9 
4.8 
2.2 

実 数
551
492
347
568
459
520
515
216
176
69

％
35.7 
31.9 
22.5 
36.8 
29.8 
33.7 
33.4 
14.0 
11.4 
4.5 

実 数
167
337
499
451
586
618
683
1235
1292
1439

％
10.9 
21.9 
32.4 
29.3 
38.0 
40.1 
44.3 
80.1 
83.8 
93.3 

よく知っている 聞いたことがある 無回答
■輪中用語のアンケート調査（表①）

※輪中用語の知名度（調査地域～輪中全域，調査年～昭和48年，調査人数～1542名）
　－輪中研究グループ調査－

平田靱負
デレーケ

実 数
363
4

％
85.6 
1.0 

実 数
61
29

％
14.4 
6.8 

実 数
0

391

％
0.0 
92.2 

よく知っている 聞いたことがある 無回答
■高須輪中の調査（表②）

※アンケートからみた知名度（調査地域～高須輪中，調査年～昭和48年，調査人数～424名）
　－高須輪中は現海津市平田町、海津町－

杉本苑子と宝暦治水について対談
－昭和62年1月、東京赤坂東急ホテルにて－

（朝日新聞）（写真①）
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た
。そ
の
関
心
の
証
左
が「
治
水
雑
誌
」

（
明
治
二
三
年
～
明
治
二
七
年
）の
発
行

所
で
あ
る
大
日
本
治
水
協
会
の
会
員
数

に
み
ら
れ
る
。（
表
③
参
照
）

　

当
時
、
岐
阜
県
に
お
け
る
会
員
は

三
八
．
一
％
と
全
国
一
位
で
あ
っ
た
。

　

明
治
新
政
府
が
民
部
省
土
木
司
に
て

蘭
人
た
ち
を
傭
工
師
と
し
て
招し
ょ
う
へ
い聘
す
る

と
議
決
し
た
の
は
明
治
三（
一
八
七
〇
）

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
治
河
使
の
通
達

に
三
川
流
域
の
人
々
は
大
き
な
反
応
を

示
し
た
。
な
か
で
も
大
垣
藩
医
で
あ
り
、

蘭
学
塾
を
興
し
て
い
た
江
馬
籐
渠（
活

堂
）（
文ぶ

ん
か化
三
年
～
明
治
二
四
年
）
は
、

大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
社
会
時
評
と
も

い
う
べ
き『
籐
渠
漫
筆
』（
天て
ん
ぽ
う保
年
間
よ

り
明
治
二
三（
一
八
九
〇
）
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
全
四
〇
編
を
著
し
て
い
る
。）

の
な
か
に
、
蘭
人
工
師
に
つ
い
て
多
く

の
記
述
を
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
明
治
四（
一
八
七
一
）
年
の「
名

古
屋
県
正せ
い
け
ん権
大だ
い
さ
ん
じ

参
事
木
曾
川
水
利
ニ
付

外
国
人
雇や

と
い

ノ
建け
ん
げ
ん言
ニ
云い
う

」
の
項
で
建
言

の
全
文
を
記
し「
至
急
御お
か
い
ぎ

会
議
ノ
上
前ぜ
ん
け
ん件

ノ
御お
さ
た
お
り
る
よ
う
つ
か
ま
つ
り
た
き
た
め

沙
汰
被
為
降
様
仕
度
臣し
ん
か
い
ち
ど
う

下
一
同

為ち
ょ
う
や
の
た
め
こ
ん
と
う
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

朝
野
奉
懇
禱
候
」
と
し
、
そ
の
あ
と

に
付
記
し
て「
前ぜ
ん
け
ん件
工こ
う
ぶ
し
ょ
う

部
省
ニ
於お
い

テ
御お
き
き聞

届と
ど
け
あ
い
な
り

相
成
左さ

ノ
御お
つ
け
し

付
紙
ア
リ
タ
リ　

書し
ょ
め
ん面

建け
ん
げ
ん言
ノ
趣お
も
む
き
し
と
う

至
当
ノ
儀ぎ

既
ニ
政
府
ニ
於お
い

テ

和お
ら
ん
だ蘭
イ
ン
、
シ
ー
ニ
イ
ル
両
人
御お
や
と
い傭
ヒ
入い
れ

ノ
儀ぎ

御お
か
け
あ
い
ち
ゅ
う

掛
合
中
ニ
テ
不ふ
じ
つ日
航こ
う
ち
ゃ
く着
可あ
い
な
る
べ
く

相
成

候そ
う
ろ
う
あ
い
だ
間
ノ
趣お
も
む
き

可ひ
ょ
う
ぎ
に
お
よ
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う
こ
と

及
評
議
候
事
」
と
記
し
て

い
る
。
文
中
の「
…
イ
ン
、
シ
ー
ニ
イ
ル

両
人
」
と
は
、
明
治
五
年
に
最
初
に
来

目
し
た
御
雇
長
工
師
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル

ン（Cornelis Johannes V
an D

oorn

）、

イ
・
ア
・
リ
ン
ド
ウ（I.A

 Lindo

）
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
活
堂
の
時
評

は
御
傭
蘭
人
工
師
の
来
日
を
流
域
民
が

記
し
た
初
出
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
翌
年
の
六
年
に
デ
レ
ー
ケ
と

エ
ッ
シ
ャ
ー
が
来
日
し
、デ
レ
ー
ケ
は
木

曽
三
川
改
修
工
事
に
参
画
す
る
が
、分

流（
分
離
）工
事
が
当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。そ
の
こ
と
は
表

④
、表
⑤
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。工

事
着
工
よ
り
百
年
に
あ
た
る
昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）年
に
は
記
念
事
業
が
催
さ

れ
た
。長
い
時
を
経
て
、そ
の
機
に
初
め

て
愛
知
県
海
部
郡
立
田
村
船
頭
平（
現
愛

西
市
立
田
町
）に
デ
レ
ー
ケ
の
銅
像
が
建

立
さ
れ
た
。

　

こ
の
建
立
を
積
極
的
に
推
進
し
た
影

の
人
物
が
一
宮
市
在
住
の
木
村
周
一
氏

で
あ
る
。氏
は
明
治
四
一（
一
九
〇
八
）

年
、一
宮
市
に
出

生
。家
業
の
染
色
工

場
を
つ
ぎ
、茶
周
染

色
工
業
株
式
会
社

社
長
と
な
り
、一
宮

商
工
会
議
所
副
会

頭
の
要
職
に
あ
っ

た
当
時
、た
ま
た
ま

入
院
中
の
病
室
に

て
、高
橋
裕ゆ

た
か

東
京
大

学
教
授
と
筆
者
の

出
演
す
る
Ｔ
Ｖ
番

組「
開
花
往
来
秘
話

－

輪
中
の
オ
ラ
ン

ダ
人
技
師
デ
レ
ー

ケ
」を
見
た
こ
と
に

よ
り
、こ
の
事
実
を

初
め
て
知
り
、自
社

の
染
色
工
業
に
木

曽
川
よ
り
取
水
の
尾
張
工
業
用
水
に

よ
っ
て
安
定
的
に
配
水
さ
れ
る
の
は
、

デ
レ
ー
ケ
の
改
修
工
事
に
よ
る
も
の

と
深
い
感
銘
を
う
け
た
。こ
の
後
、デ

レ
ー
ケ
研
究
の
た
め
、再
々
拙
宅
を
訪

問
さ
れ
た
。筆
者
も
そ
の
熱
意
に
う
た

れ
喜
ん
で
資
料
を
提
供
し
た
。そ
の
成

果
が
私
家
版
の『
水
と
火
と
と
も
に
』

（
昭
和
五
九
年
刊
）で
あ
る
。

　

氏
は
研
究
の
な
か
で
デ
レ
ー
ケ
を

顕
彰
す
る
碑
な
ど
が
み
ら
れ
な
い

の
に
失
望
し
た
。何
故
な
ら
ば
、長
工

師
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
は
明
治
一
五

明
治
改
修
完
成
百
周
年
に
想
う

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

府県名
岐阜県
大阪府
東京府
静岡県
千葉県
埼玉県
宮城県
三重県
福島県
山梨県

会員数
282 
236 
48 
35 
26 
20 
18 
14 
13 
13 

％
38.1 
31.8 
6.5 
4.7 
3.5 
2.7 
2.4 
1.9 
1.8 
1.8 

■府県別に見た治水協会会員数（表③）

※「治水雑誌」より　伊藤安男作成
　－明治24年－

死 亡 者
負 傷 者
流 出 崩 壊 家 屋
破 損 浸 水 家 屋
流 出 耕 地
農 作 物 被 害
堤 防 切 断 箇 所
堤 防 切 断 長 さ
堤 防 決 壊 箇 所
堤 防 決 壊 長 さ
道 路 の 損 傷
被 害 総 額
各河川維持修繕費

316　人
732　人

15,436　軒
102,481　軒
3,277　町

13,522,968　円
1,821ヶ所

175,813　間
8,968ヶ所

332,047　間
533,599　間

27,792,360　円
2,956,863　円 

10　人
16　人
314　軒

12,838　軒
928　町

3,179,480　円
228ヶ所
8,978　間
4,779ヶ所

124,501　間
141,897　間
5,810,800　円
1,706,205　円

■分流改修工事の前後の被害状況の比較（表⑤）

※『岐阜県治水史』より　新谷一男作成

分流前
（明治23～32）

分流後
（明治33～42）

　　　　時　　期
被害事項 　　　　

0

5

10

15

20

25

30

35

15
01
～
15
20

15
20
～
15
40

15
41
～
15
60

15
61
～
15
80

15
81
～
16
00

①

16
01
～
16
20

16
21
～
16
40

16
41
～
16
60

16
61
～
16
80

16
81
～
17
00

17
01
～
17
20

17
21
～
17
40

②

17
41
～
17
60

17
61
～
17
80

17
81
～
18
00

18
01
～
18
20

18
21
～
18
40

18
41
～
18
60

18
61
～
18
80

18
81
～
19
00

③

19
01
～
19
20

19
21
～
19
40

19
41
～
19
60

19
61
～
19
80

■木曽川右岸域の破堤回数（右岸域は美濃側の輪中地域）（表④）

①御囲堤が築造されたとする年代　②宝暦治水工事が施工された年代　③明治改修工事が完工された年代
　（「往昔以来木曾川流域洪水年月被害形況」「岐阜県治水史」「岐阜県災異誌」などより伊藤安男作成）
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（
一
八
八
二
）年
に
成
工
し
た
猪
苗
代
湖

か
ら
の
安あ
さ
か
そ
す
い

積
疎
水
の
恩
人
と
し
て
、昭
和

六（
一
九
三
一
）年
、銅
像
が
建
立
さ
れ
て

い
る
。（
写
真
②
参
照
）

　

し
か
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
金
属
供

出
に
近
隣
住
民
は
銅
像
を
土
中
に
埋
め
、

守
っ
た
。戦
争
後
、そ
れ
を
掘
り
出
し
た
も

の
が
現
存
し
て
い
る
。

　

こ
の
逸
話
か
ら
デ
レ
ー
ケ
の
銅
像
建
立

を
、木
村
周
一
氏
は
強
く
進
言
し
た
。そ
れ

を
う
け
て
現
在
の
銅
像
が
着
工
よ
り
百
年

目
に
あ
た
る
昭
和
六
二（
一
九
八
七
）年
四

月
に
落
成
し
た
。こ
の
間
の
関
係
機
関
と

木
村
氏
と
の
経
緯
に
つ
い
て
は
筆
者
は
不

詳
で
あ
る
が
、像
の
製
作
者
は
一
宮
市
浅

井
町
在
住
の
三さ
え
ぐ
さ
そ
う
た
ろ
う

枝
惣
太
郎
で
あ
り（
写
真

③
）、像
の
碑
文
は
一
宮
市
選
出
の
国
会
議

員
、江
崎
真
澄
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
木
村
氏
の
デ
レ
ー
ケ
研
究

は
倦あ
ぐ

む
こ
と
な
く
、デ
レ
ー
ケ
が
オ
ラ
ン

ダ
に
発
注
し
た
浚
渫
船「
木
曽
川
丸
」に
む

け
ら
れ
た
。そ
の
著
作
が『
浚
渫
船　

木
曽

川
丸
の
航
跡　

－
水
と
火
と
と
も
に　

追
録

－
』（
昭
和
六
三
年
刊
）で
あ
る
。そ
れ

ま
で
木
曽
川
丸
に
つ
い
て
は
資
料
が
な

く
伝
承
の
域
を
出
な
か
っ
た
。近
年
に
な

り
、東
京
の
土
木
学
会
図
書
館
に
て
明
治

期
の
工
事
の
写
真
が
多
く
見
出
さ
れ
た

が
、明
治
改
修
に
つ
い
て
は
写
真
三
枚
の

み
で
あ
っ
た
。氏
は
こ
の
三
枚
以
外
の
木

曽
川
丸
航
行
中
の
初
出
の
写
真
を
紹
介

し
て
い
る
。（
写
真
④
）　

木
曽
川
丸
は

河
口
部
の
浚
渫

後
の
明
治
四
三

（
一
九
一
〇
）年
、

九
頭
竜
川
河
口

工
事
に
転
用
さ

れ
て
以
降
は
日

本
海
沿
岸
の
河

川
浚
渫
工
事

に
、昭
和
一
二

（
一
九
三
七
）年

に
は
天
竜
川
河
口
に
回
航
さ
れ
て
の
ち
、

昭
和
一
七
年
三
月
に
再
び
木
曽
川
河
口

に
帰
航
後
、昭
和
二
〇
年
の
桑
名
空
襲

に
よ
り
沈
没
し
た
。戦
後
の
昭
和
二
二

（
一
九
四
七
）年
八
月
に
引
き
揚
げ
ら
れ

た
が
、利
用
不
能
と
し
て
廃
船
処
分
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
は
木
村
氏
の
木
曽
川
丸
追
跡
の

執
念
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。

あ
と
が
き

　

洪
水
は
自
然
史
で
あ
り
、水
害
は
社
会

史
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
の
両
者

の
相
克
を
克
服
す
べ
く
流
域
の
人
々
は

河
川
を
見
つ
め
て
き
た
。そ
れ
が
治
水
史

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

木
曽
三
川
の
治
水
史
を
代
表
す
る
も

の
が
、輪
中
地
域
に
お
け
る
宝
暦
治
水
と

明
治
改
修
で
あ
る
。こ
の
両
者
の
治
水

は
、あ
る
特
定
の
人
間
像
が
強
く
浮
彫
さ

れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
小
論
は
そ

れ
ら
の
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
述

べ
て
き
た
。

　

と
く
に
デ
レ
ー
ケ
に
つ
い
て
は
、す
で

に
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
が
考
究
さ
れ
て
き
た
。デ
レ
ー

ケ
研
究
会
事
務
局
、島
崎
武
雄
、上
林
好

之
、高
橋
裕
、井
口
昌
平
、フ
ォ
ス
美
弥

子
、栗
原
東
洋
な
ど
の
各
氏
が
あ
げ
ら
れ

る
。紙
面
の
関
係
か
ら
、こ
の
方
々
の
論

攷
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
も
あ
る
。な
お
本
稿
に

て
か
く
れ
た
治
水
家
、平
田
町
土
倉（
海

津
市
）の
高
橋
示じ
し
ょ
う証
氏
に
つ
い
て
は
拙
著

『
治
水
思
想
の
風
土
』に
て
論
じ
て
い
る

の
で
割
愛
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

こ
の
稿
を
か
り
て
そ
の
業
績
に
敬
意
を

表
し
た
い
。 

 明
治
改
修
完
成
百
周
年
に
想
う

安積疏水水門のファンドールン
－戦時中に埋められていたものを戦

後発掘されて再び建てられた－
（河川NO.678号より）（写真②）

製作中の元名古屋芸術大学、三枝惣太郎氏（一宮市浅井町在住）
－昭和61年、朝日新聞－（写真③）

航行中の木曽川丸－木村周一氏提供－（写真④）
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表紙写真
背景
「明治改修計画図」
　明治１９年、木曽川改修計画の完成により、翌２０年、
木曽川河口の横満蔵（現桑名市長島町）から改修工事が
始まりました。
　木曽・長良・揖斐三大河水利分流改修計略全図として、
市販されました。

上
「ヨハニス・デ・レイケ像」
　デ・レイケ氏の明治改修における功績を末永く伝える
ため、昭和６２年１０月９日、船頭平公園（愛西市立田町福
原）に多くの市民の募金を得て、建てられました。

下
「揖斐長良背割堤」
　明治改修は、木曽三川を完全分流するために、明治２０
年から始まりました。
　木曽川と長良川、揖斐川と長良川を分流するために、
二本の背割堤が造られ、地域の人々に安全と安心をもた
らしました。Mail  sendouhi@dream.ocn.ne.jp

秋
Vol.84

　本号は、明治改修完成百周年を記念し
て、特集号として編集しました。
　伊藤安男氏、水谷英志氏、羽柴亜弥氏に
寄稿いただきました。
　なお、この資料は、創刊号からの全てが
KISSOホームページよりダウンロードで
きます。

流域の悲願！！明治改修の完成まで
明治改修と地域の人々
　　　　　郷土史家　水谷 英志 氏

デ・レイケとケーソン
　　愛知大学大学院　羽柴 亜弥 氏

明治改修完成百周年に想う
̶治水の流れとその人間像̶
　花園大学名誉教授　伊藤 安男 氏

明治改修完成後の流路の変遷

明治改修完成後の流路の変遷

明治改修前 明治改修直後 明治改修後60年 現　　代

   

出典 : 木曽川文庫

明治改修により木曽三川が分離され、木曽三川下流域の水害に対する安全が確保されました。
そして、流域の地形は安定し、土地利用が高度化したことにより人々が集まり、町を作り、豊かな地域へと変わっていきました。

　

　

平成7年
堤内地の高度化は進み、更に木曽
川の馬飼頭首工、長良川河口堰
により、河川の利用が高まる。ケ
レップ水制に砂が堆積している。

昭和47年
明治改修により、木曽三川は安定
した川となり、堤内地の高度化が
表れる。西小藪など一部に残った
旧河川が廃川となる。

大正9年
明治改修により、木曽三川が完全
に分流された。長良川が河口域ま
で分流され、佐屋川などが廃川と
なる。

明治24年
宝暦治水により、木曽三川分流を
目指したが完全分流にはならず、
輪中が残っている。

明治改修完成
百周年特集号
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